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十
九
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け

中　
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絵

　

論
者
は
、
説
林

五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語
（
全
巻
、
表
紙
の
題
は

今
昔
物
語

と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は

今
昔
物
語
集

と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ
）

（
た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、
説

林

五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）

（
た
。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合

は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所

は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
）

（
た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）

（
る
。
巻
三
・
巻
六
・
巻
十
で
は
、
特
に
、
野

村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い

ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態

本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
）

（
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が

高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と

し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ

け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）

（
た
。
ま
た
、
巻
十
一
・
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が

あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た

写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
）

（
た
。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野
村
本
は
校
訂
本
文
を
目
指

し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部
を

残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
）

（
た
。
巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一
致

す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
東
大
本
乙
が
古
本

系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
本
が
乙

本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る

東
大
本
甲
で
は
、
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ

と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名
詞

を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
）

（
た
。
巻
十
四
に
お
い
て
も
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大

本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
。
巻
十
五
の
本
文
の
異
同
か
ら
は
、
彦
根
城
博
物
館
本

が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な

が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
。
巻
十
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六
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
Ｂ
本
と
乙
本
の
い
ず
れ
か
の
表
記
に
ほ
ぼ
合
致
し
、
古
態
本
系
の
欠
字
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
流
布
本
系
で
は

踏
襲
さ
れ
ず
、
欠
字
を
な
く
し
て
、
意
味
合
い
が
通
じ
る
よ
う
な
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
）

（
た
。

　

巻
十
七
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
記
が
底
本
や
古
態
本
系
と
同
じ
表
記
の
と
こ
ろ
で
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
写
し
間
違
っ
て
異
な
っ
た

表
記
に
な
っ
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
彦
根
城
博
物
館
本
を
写
し
て
出
来
上
が
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
）

（
た
。
以
前
に
、
巻
十
五
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定

し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と

い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
察
）

（
し
、
巻
十
六
の
場
合
に
は
、
流
布
本
と
の
一
致
度
の
高
さ
か
ら
み
て
、
流
布
本
し
か
見
て
い
な
い
可
能
性
も
考

え
得
る
と
し
）

（
て
、
巻
ご
と
に
見
て
い
る
本
が
異
な
る
か
の
よ
う
な
論
述
を
行
っ
て
き
た
が
、
巻
十
七
に
お
い
て
は
、
鈴
鹿
本
（
京
都
大
学
蔵

本
）
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
一
見
、
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な
現
象
の
謎
を
解
く
例
証
が
見
つ
か

り
、
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
書
写
関
係
の
中
で
彦
根
博
物
館
本
が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城

博
物
館
本
は
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
間
に
あ
る
本
と
考
え
て
き
た
が
、
巻
十
七
の
表
記
の
諸
本
の
違
い
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
彦
根
城
博

物
館
本
が
古
態
本
系
統
の
本
を
引
き
写
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
校
訂
の
方
針
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
た
結
果
、
流
布
本
の
性
格
と
近
し
い
も

の
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
底
本
の
字
を
読
み
間
違
っ
た
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て
、
諸
本
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
系
統
の
古
態
本
か
ら
、
そ
の
表
記
は
彦
根
城
博
物
館
本

に
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
彦
根
城
博
物
館
本
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ｂ
へ
、
別
系
統
の
古
態
本
（
東
大
本
甲
に
近
い
本
）
を
引
き
写
し
た
東
大
本

乙
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｃ
の
系
統
へ
と
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
写
の
過
程
で
、
写
し
間
違
い
や
校
訂
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
古
態
本
と
流
布
本
の
表
記
が
時
折
、
交
錯
す
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
諸
本
の
書
写
の
過
程
は
、

右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
十
三
の
分
析
時
に
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
よ
う
な
古
態
本
も
校
訂
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。

　

巻
十
九
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
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蔵

今
昔
物
語

巻
十
九
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典

文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

凡
例

　

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し

た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載

る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て

 

に
入
れ
て
付
し
た
。

　

各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
底
本
が
現
在
の
諸

本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　

北
│
東
北
大
本　

実
│
実
践
女
子
大
本　

国
│
國
學
院
大
本　

野
│
野
村
本　

以
上
、
古
本　

乙
│
東
大
本
乙　

Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ

│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　

彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
十
九
目
録

五
三　
　
　

鴨

（
第
六
） 

乙
Ｂ
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出
家
（
第
八
） 

底
実
国
乙
Ｂ

　
　
　
　
　

聞
法
師
（
第
十
四
） 

諸

　
　
　
　
　

太
皇
后
宮
（
第
十
八
） 

底
実
国
乙
Ｂ

　
　
　
　
　

師
信
遣
言
（
第
二
三
） 

Ｂ

　
　
　
　
　

祭
都
状
僧
（
第
二
四
） 

底
実
国
乙
Ｂ

　
　
　
　
　

遁
登
恩
語
（
第
三
一
） 

乙
Ｂ

　
　
　
　
　

平
𨾠

（
第
三
二
） 

諸
（
彦
底
実
国
乙
Ｂ
の
維
敍
は
変　

偏
を
維
は
令
の
変　

敍
は
舎
に
作
る
）

　
　
　
　
　

天
狗
（
第
三
四
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

第
卅
九
（
第
三
九
） 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

蜜
来
（
四
四
） 
諸
（
底
の
蜜
は
変　

虫
を
丯
に
作
る
）

巻
十
九
第
一
話

五
四　

　

蔵
人
ノ
頭
ニ
テ
近
ノ
少
将
Ａ
Ｂ
Ｃ

蔵
人
ノ
頭
ニ
テ
近
ノ
中
将

乙

蔵
人
ノ
頭
右
近
ノ
少
将

底
実
国
大

 

こ
の
二
句
を
か
く
作
る
は
、
底
本
の
み
。
実
・
国
二
本
は
、
右

の
右
側
に

ニ
テ

と
記
し
、

流
布
本
は
之
を
本
文
に
入
れ
、
却
っ
て

右

を
脱
す
る
。

　
　
　

　

此
憎
ム
人
ニ 

Ｂ

　
　
　

　

不
顧
シ
テ 

不
顧
ズ
シ
テ

大　

底
本

顧

の
変
は

。

　
　
　

　

朝
暮
ニ 

諸

　
　
　

　

肝
砕
キ
心
迷
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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極
テ
哀
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
无
シ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

无
人
シ
ト

底
実
国
大

 

流
布
本
は

人
无
シ
ト

に
作
る
。

　
　
　

　

无
ク
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

知
サ
リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

五
五　

　

然
テ
少
将 

底

　
　
　

　

只
独
リ
登
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
獨
）
只
獨
リ
登
リ

底
実
国
大

　
　
　

　

勤
ニ 

諸

　
　
　

　

替
リ
タ
ラ
ム
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

女
房
立
タ
ル
女
人 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

立
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
ヲ
尋
子
ン
為
ニ 

★　

我
ヲ
尋
ネ
ン
為
ニ

諸

　
　
　

　

行
ク
也
ケ
リ
ト
思 

Ｂ

　
　
　

　

四
五
歳
許
也
シ 

諸

　
　
　

　

露
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

五
六　

　

成
ニ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

成
ニ
ケ
ル
ハ

底
大

成
ニ
ケ
レ
ハ

実
国

　
　
　

　

独
鈷
ナ
ト
遣
タ
リ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
獨
）
獨
鈷
ナ
ド
ヲ
遣
タ
ル
ケ
レ
バ

底
実
国
大
（
底
は
ル
に
リ
と
朱
傍
）

　
　
　

　

物
ノ
氣
現
シ 

Ｂ

　
　
　

　

叡
山
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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七
十
二
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恐
レ
奉
ル
ニ 

Ａ
Ｃ

恐
奉
ル
ニ

乙
Ｂ

恐
セ
奉
ル
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
二
話

五
七　

　

式
部
大
輔 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

慈
有
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

見
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

譬
ム 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

悲
ニ
テ
心
ニ
不
堪
〆 
乙
Ａ
（
乙
Ａ
は
シ
テ
）
悲
ン
テ
心
ニ
不
堪
シ
テ

Ｃ

悲
テ
心
ニ
不
堪
シ
テ

Ｂ

悲
ビ
心
ニ
不

堪
シ
テ

底
実
国
大
（
ヒ
の
下　

か
な
一
字
分
位
空
白
）

 

古
本
か
く
作
る
。
上
の

悲
ノ
心
譬
ヘ
ム
方
无

を
い
い
か
え
た
も
の
。

　
　
　

　

出
来
タ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

下
シ
ケ
ル
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ノ
鳥
ノ 

古
本
乙
Ｂ
大

此
ノ
鳥
ヲ

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

味
ヤ
美
ノ
ト 

諸

五
八　

　

揃
ラ
ス
ル
ニ 

底
乙
Ａ

　
　
　

　

有
ケ
ル 

Ｂ

　
　
　

　

ツ
ラ
〳
〵
ト 

諸
大

ツ
フ
〳
〵
ト

実
国

　
　
　

　

打
巾
ヒ
下
シ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

打
巾
ヒ
打
巾
ヒ
下
シ
ケ
レ
ハ

実
国
大

打
巾
シ
打
巾
シ
下
シ
ケ
レ
ハ

底
（
シ
を
ヒ
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と
朱
訂
）

　
　
　

　

事
ノ
外
増
タ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

守
ツ
ク
〳
〵
ト 

諸
大

　
　
　

　

推
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

去
ニ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

去
レ
ニ
シ

底
実
国
大

　
　
　

　

耻
メ
思
タ
ル 

Ａ

耻
メ
思
フ
タ
ル

Ｃ

耻
ヌ
思
タ
ル

Ｂ

耻
シ
思
テ
思
タ
ル

乙

耻
シ
ヤ
思
タ
ル

実
国

耻
シ
カ
思
タ
ル

底
大

 

底
本
の
み
か
く
作
る
。

　
　
　

　

外
道
ニ
値
テ
モ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

外
道
ニ
モ
値
テ
モ

底
実
国
大

　
　
　

　

貴
フ
也
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

貴
ク
也
ケ
リ

底
実
国
大

 
貴
ク
ア
リ
ケ
リ

の
意
か
。

　
　
　

　

ト
云 
ト
云
フ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

行
ニ
戸
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

事
ナ
レ
ハ 

諸

事
ナ
ル
ハ

底

五
九　

　

聖
跡
共
ヲ 

諸
（
底
実
国
の
跡
は
変　

旁
は
赤
、
底
は
跡
と
朱
訂
）

　
　
　

　

泣
ク
事
无
限
リ 

乙
Ａ
Ｂ

泣
ク
事
無
限
シ

Ｃ

泣
ク

事
无
限
シ

底
実
国
大　

ナ
キ
ニ
ナ
ク
と
よ
む
も
可
。

　
　
　

　

大
嶽
マ
テ
ソ 

諸

　
　
　

　

置
キ
渡
リ
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

物
哀
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

惣
哀
ニ

乙

惣
哀
レ
ニ

底
実
国
大
（
惣
に
物
ィ
と
傍
書
）

　
　
　

　

思
シ
如
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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礼
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

供
養
シ
給
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

絶
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

六
〇　

　

浴
セ
ム
ト
シ
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

穢
ナ
ル
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

サ
フ
メ
カ
シ
テ 

諸

　
　
　

　

此
事
共 

Ｂ

　
　
　

　

他
國
マ
テ
モ 

実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

他
國
ニ
テ
モ

底
国
大

巻
十
九
第
三
話

六
〇　

　

天
皇
ノ 

諸
大

　
　
　

　

ト
云 

諸
大

六
一　

　

ト
云 

諸
大

　
　
　

　

名
ヲ 

諸
大　

文
脈
よ
り
推
せ
ば
も
と

名
ヲ

ト
云
フ

と
あ
っ
た
も
の
か
。

　
　
　

　

弟
子
ト 

諸

第
子
ト

大

　
　
　

　

何
事
カ
勝
レ
タ
ル
事
ト 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

播
磨
國 

Ｂ
Ｃ

幡
磨
ノ
國

大　

幡

は
古
写
本
に
お
け
る
通
体
。

　
　
　

　

秡
ヲ
メ 

流
布
本

ヲ
ス

大

祓

の
通
字

秡

の
譌
か
。

　
　
　

　

此
レ
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

云
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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然
ナ
ル
ソ 

流
布
本

然
ナ
ヽ
リ

大

　
　
　

　

音
ヲ
放
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

秡
セ
サ
ル 

諸
大

　
　
　

　

□
レ
テ 

諸
大

　
　
　

　

陰
陽
師
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

陰
陽
師
ノ

底
実
国
大

　
　
　

　

破
リ
テ
弃
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

破
リ
テ
奇
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

成
テ
後
ニ 

諸

成
テ
緩
ニ

底
大

　
　
　

　

禁
戒
ヲ 

実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
実
の
戒
は
異
体
）

　
　
　

　

此
ク
ナ
泣
給
ヒ
ソ 
Ａ

　
　
　

　

過
ス

ノ 
諸
（
諸
は
事
）
過
ヌ
事
ノ

底
大

六
二　

　

可
為
ハ
カ
ム
ト 

諸
大

　
　
　

　

也
ト
云
ク 

★　

也
ト

云
ク

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

曳
テ
集
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
進
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

功
徳
ト
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

揮
ヒ
与
ヘ
テ 

実
国
乙
Ｂ

揮
ヒ
与
テ

Ａ
Ｃ

揮
ニ
与
ヘ
テ

底
大

　
　
　

　

ハ 

諸
大

　
　
　

　

テ 

諸
大

　
　
　

　

ハ 

諸
大

　
　
　

　

立
テ
リ 

諸
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暮
セ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

馬
ヨ
リ 

諸
大

　
　
　

　

此
ル
熊
ヲ
ハ 

Ｂ

　
　
　

　

給
リ
返
シ
給
リ
返
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

馬
ニ
非
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
獣
ニ
成
ル
ニ 

Ｂ
（
獣
は
変
）

　
　
　

　

坐
メ
レ
ハ 

乙
Ａ

坐
シ
レ
ハ

Ｃ

坐
メ
ル
ハ

Ｂ

坐
ヌ
レ
バ

実
国
大

坐
タ
レ
ハ

底

 

底
本
の

坐
タ
レ
バ

を
実
・
国
二
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

成
リ
給
ヘ
ル
ハ 
底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
叶
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

道
ヘ
速
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

乗
リ
進
タ
ル
コ
ソ 

乙
Ａ
Ｃ

六
三　

　

テ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

男
カ
ナ
ト 

流
布
本
底
大

尊
カ
ナ
ト

実
国

　
　
　

　

音
ヲ
放
テ
叫
フ 

諸

　
　
　

　

泣
キ
噎
ヲ
シ
ツ
レ 

諸

　
　
　

　

道
ノ
辺
ニ 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
邊
）
道
チ
邊
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

卒
都
婆
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

手
迷
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

丸
ロ
下
〆 

乙
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
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舎
人
男
ニ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

少
シ
所
ニ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

平
カ
リ 

諸
大

　
　
　

　

翔
リ
様
ニ
翔
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
翔
の
字
体
、
Ｃ
を
除
く
外
は
偏
を

・
半
に　

旁
を
羽
の
草
体
の
変　

月
・

に
作
る

も
の
多
し
）

　
　
　

　

涙
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
の
涙
は
異
体
）

　
　
　

　

微
妙
シ 

諸
（
底
実
国
の
微
は
異
体
の
変　

中
部
を
山
＋
子
に
作
る
）

　
　
　

　

六
條
院
ニ
宮
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

六
條
院
ニ
宮
テ

Ｂ

六
條
ノ
院
ノ
宮
ニ
ヤ

底
実
国
大

　
　
　

　

心
モ
ト
无
カ
リ
ケ
リ
ト 
実
国
乙
Ａ
Ｃ

心
セ
ト
无
カ
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム

Ｂ

心
モ
□
无
カ
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム

底
大

　
　
　
　
　

ナ
ム 

　
　
　

　

聞
ケ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

居
タ
リ
ケ
ル
音
ハ 

諸

　
　
　

　

渡
冷
ス 

乙

　
　
　

　

ケ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

立
テ
待
ナ
ル
ヘ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

立
ヲ
待
ナ
メ
ヘ
シ

実
国

立
テ
待
ナ
メ
ヘ
ン

底
（
メ
に
ル
ィ　

ン
に
シ
ィ
と
朱　

傍
）
立
テ
待
ナ
メ
ベ
シ

大

　
　
　

　

心
ヲ
仕
シ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

穢
テ
物
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

令
落
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

六
四　

　

受
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

受
ク

底
実
国
大
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令
食
進
テ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

令
食
進
ラ
ム

底
実
国
大

　
　
　

　

物
仕
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

物
ヲ
仕
タ
ル
ハ

底
大

物
ヲ
仕
タ
レ
ハ

実
国

　
　
　

　

美
物
ヲ
備
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
々
ノ 

人
ノ

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

散
シ
カ
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
ク
は
変
）

　
　
　

　

泥
形
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

踏
ニ
成
〆 

底
乙
Ａ
Ｃ
（
底
は
ニ
を
ミ
と
朱
訂
、
底
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

噉
ミ
ラ
カ
フ 

乙
Ｃ

　
　
　

　

犬
共
集
リ
来
テ 
諸

犬
其
集
リ
来
テ

底
大

　
　
　

　

知
ナ
ム
ト 
諸
大

　
　
　

　

知
リ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
智

の
省
文
。

巻
十
九
第
四
話

六
五　

　

筑
後
守 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
賎
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

極
テ 

諸

　
　
　

　

𨻶
无
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

違
フ
者
ナ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

受
ス
ラ
ム
ト 

諸

　
　
　

　

思
ヘ
候
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ユ
候
フ
ウ

底
実
国
大
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成
ラ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

成
テ
ム
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

思
給
フ
ル
ニ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

付
サ
セ
給
ヒ
ナ
ン
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

六
六　

　

糸
惜
キ
事
ニ
コ
ソ 

諸

糸
惜
キ
事
ニ
ゾ

底
大

　
　
　

　

勧
テ
出
家
シ
メ
タ
ラ
ン
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
は
ン
は
ム
）

　
　
　

　

院
源
君
ナ
ト
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

有
ナ
レ

底
実
国
大

　
　
　

　

其
前
立
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

二
人
ノ
人
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

尋
行
タ
ル 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

渡
ラ
ム 
渡
タ
ラ
ム

諸
大

　
　
　

　

宣
ハ
ム
様 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

公
ケ 

諸

　
　
　

　

然
ハ
此
ル
次
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

然
レ
ハ
此
ル
次
ニ

実
国

然
レ
バ
此
ル
次
ニ

底
大

　
　
　

　

命
モ 

諸

命
ヲ

Ｃ

　
　
　

　

令
聞
メ
進
ラ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｃ

令
聞
メ
進
テ
ム
ト

Ｂ

令
聞
メ
進
ラ
ム
ナ
ド

底
実
国
大

　
　
　

　

極
テ
善
キ
事
也 

諸

猛
テ
善
キ
事
也

底
大

 

諸
本
か
く
作
る
。

極

の
異
体
字
の
行
体
と

猛

の
行
体
と
は
相
近
い
。

　
　
　

　

摂
津
國
ニ
行
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

午
時
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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何
テ
カ
不
参
テ
有
ラ
ム
ト 

諸

　
　
　

　

何
ニ
々
ニ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

六
七　

　

ヘ 

諸
大

　
　
　

　

立
テ
騒
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

居
ヘ
ハ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
已
然
形
で
い
う
べ
き
所
を
未
然
形
を
以
て
し
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

　

参
タ
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

无
心
ナ
ル
ヘ
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

浴
セ
サ
セ
給
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

返
ラ
セ
可
給
キ
ト
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

始
メ
ツ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

始
メ
ツ
ヽ

底
実
国
大

　
　
　

　

此
ル
事
ヲ
セ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ル
事
フ
ム

国

此
ル
事
ヲ
テ
ム

底
実
大
（
底
は
テ
に
ナ
歟
と
朱
傍
）　

原
姿
は

ナ
ム

か
。

　
　
　

　

事
共
忩
キ
テ
今 

Ｂ
Ｃ

事
共
忩
キ
于
今

乙
Ａ

事
共
忩
ギ
ニ
于
今

底
実
国
大
（
底
は
共
の
下
に
ノ
朱
傍
）

　
　
　

　

此
申
シ
上
ケ 

流
布
本

此
ク
申
シ
上
ケ

古
本
大

　
　
　

　

構
師
ト
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

講
師
ト
シ

乙

講
師
ト
シ
テ

底
実
国

　
　
　

　

来
ル
程
ニ
ヤ
ハ
有
ケ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

来
ル
程
ニ
ヤ
有
ケ
ム

底
実
国
大

六
八　

　

不
知 

Ｂ

　
　
　

　

吉
カ
ラ
メ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

説
経
ヲ 

諸
（
底
の
経
は
変　

糸
偏
を
三
水
に
作
る
）
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聞
タ
ル
時
ナ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

聞
タ
ル

ナ
レ
バ

底
実
国
大

　
　
　

　

甲
冑
ヲ 

国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

三
重
四
重
圍
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

鉅
火
ヲ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

緩
ニ
无
ク 

Ｂ

　
　
　

　

護
ル 

諸

　
　
　

　

縄
ヲ
タ
ニ 

諸

蝿
ヲ
ダ
ニ

大

 

此
の
形
容
を
理
解
し
得
ざ
る
諸
本

蝿

を

縄

に
作
る
を
、
訂
し
た
。

　
　
　

　

湯
浴
〆 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

由
ヲ
云
ヘ
ハ 
諸

由
ヲ
云
ヘ
ル

底
大

　
　
　

　

令
出
家
メ
シ
ツ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

其
間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

甲
冑
弓
箭 

Ａ
Ｂ
Ｃ

六
九　

　

勧
メ
得
ツ
ル
カ
ナ
ト 

諸

勧
メ
得
ツ
ル
ナ
ド

底
大

　
　
　

　

道
心
付
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

極
テ 

諸

　
　
　

　

云
合
ス
ル
様 

乙
Ａ
Ｂ

云
合
ヌ
ル
様

Ｃ

云
ヒ
合
ス
ル
様

実
国

云
ヒ
合
ス
様

底
大

　
　
　

　

盛
タ
ラ
ム 

Ｂ

盛
ニ

タ
ラ
バ

底
大

盛
ニ

タ
ラ
ム

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

云
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

楽
ヲ
調
ヘ
テ
漸
ク 

実
国
乙
Ａ
Ｃ
（
実
国
乙
Ａ
Ｃ
は
樂
）



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻十九の本文の位置づけ

　
　
　

　

何
ノ
楽
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
樂
）
何
ソ
樂
ニ
カ

底
実
国
（
底
は
ソ
の
左
に
ノ
朱
補
）
何
ゾ
ノ
樂

ゾ

大

　
　
　

　

何
ソ
楽
ニ
カ 

底
乙
Ａ
Ｃ
（
底
は
ノ
朱
補
、
底
乙
Ａ
Ｃ
は
樂
）
何
ノ
樂
ニ
カ

Ｂ

何
ゾ
ノ
樂
ニ
カ

実
国
大

　
　
　

　

十
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

音
ヲ
以
テ
念
佛
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

金
蓮
華
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

寄
リ
御
ス 

諸

寄
リ
御
ヌ

底
大

　
　
　

　

丸
ヒ
墮
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

丸
ヒ
随
テ

底
実
国
（
堕
歟
と
傍
書
）

 
古
本

随

に
作
れ
る
を
、
流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

亦
ノ
日
ノ
暁
ニ 
亦
ノ
日
ノ
暁
ニ
ソ

諸
（
Ｂ
の
ソ
は
変
、
Ｃ
の
亦
は
又
）
亦
ノ
日
ヲ
暁
ニ
ゾ

底
大

七
〇　

　

猛
悪
ノ
者
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
五
話

七
〇　

　

兵
部
太
輔
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

兵
部
ノ
大
輔

ト

底
実
国
（
輔
の
下
行
末
ま
で
空
格
一
字
分
を
存
す
）

　
　
　

　

心

マ
ヒ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

心
□
ニ
シ
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

指
出
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

荒
ハ
テ
残
タ
ル 

乙
Ａ
Ｃ
（
彦
の
荒
は
異
体
）
荒
ハ
テ
践
ヌ
ル

Ｂ

荒
バ
レ
残
タ
ル

底
実
国
大

　
　
　

　

成
タ
ル
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

世
ニ
人 

諸
大

世
人

乙

　
　
　

　

打
可
解
ク
モ 

Ｂ

打
チ
可
解
ク
モ

乙
Ａ
Ｃ

打
チ
解
ク
モ

底
実
国
大
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可
想
思
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

想
思
可
キ

底
実
国

　
　
　

　

打
次
キ
テ
失
ケ
レ
ハ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

思
ヒ
遣
ヘ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

明
暮 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

兄
弟
ニ
侍
ル 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

ノ 

諸
大

七
一　

　

人
也 

諸
大

　
　
　

　

令
書
ツ
ヽ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

令
書
メ
ツ
ヽ

実
国

令
書
メ
ツ

底
大

　
　
　

　

如
此
〆 
流
布
本
（
シ
テ
）
如
此
ク
テ

実
国

如
此
ク
シ
テ

諸
大

　
　
　

　

微
妙
ナ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
ノ
子 

諸
大

　
　
　

　

不
弊
ス
ナ
ム 

諸

　
　
　

　

无
キ
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

忩
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

忩
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

思
ケ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

何
レ
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

消
息
ヲ
上
ケ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

消
息
ク
上
ゲ
ム
ト

底
実
国
大

 

ク

は
息
の
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

ナ
ル 

流
布
本

慥

Ｃ

ナ
ル

古
本
大

 

古
本
作
る
の
は

の
譌
。
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便
モ 

諸

　
　
　

　

過
ケ
ル
間
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

過
グ
ル
間
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

迎
ヘ
ケ
レ
ハ 

Ｂ

迎
ヘ
ケ
レ
ド

諸
大

　
　
　

　

有
 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）

　
　
　

　

侘
ト 

乙
Ａ
Ｂ

侘
ブ
ト

古
本
Ｃ
大　

古
本
は
変
。

　
　
　

　

遣

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ド
モ
）

　
　
　

　

京
ニ
留
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

七
二　

　

暮
シ
テ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

入
ヤ
遅
シ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

忩
キ
行
テ
見
ハ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

忩
キ
行
キ
見
レ
ハ

実
国
乙

忩
ギ
行
キ
見
レ
バ

底
大

　
　
　

　

築
地 

諸
大

　
　
　

　

喎
ミ
ム 

乙
Ａ
Ｃ

喎
ニ
ム

Ｂ

喎

ム

底
実
国
大

　
　
　

　

荒
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
彦
乙
Ｂ
の
荒
は
異
体
）

　
　
　

　

可
見
咲
カ
リ
シ
木
共
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

切
リ
失
ニ
ケ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

尋
ル
ト
モ 

Ｂ

　
　
　

　

壊
レ
残
タ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

寝
殿
ノ
柱
ノ 

Ｂ

　
　
　

　

倒
レ
テ 

諸

　
　
　

　

此
ハ
何
タ
ル
人
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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宣
フ
カ
ト
コ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

宣
フ
カ
ト
テ
コ
ソ

底
実
国
大

　
　
　

　

給
ヘ
カ
シ 

古
本
乙
Ｂ

給
ヘ
シ

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

二
年
計
有
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

二
年
許
有
テ

乙

二
人
許
有
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

皆
散
々
ニ 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

皆
数
々
ニ

Ｂ

皆
数

ニ

底

 

諸
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

罷
去
候
ヒ
シ
ニ 

Ｂ

七
三　

　

候
ニ
キ 

諸
大

　
　
　

　

御
シ
ヽ
對
モ 

乙
Ａ
Ｃ

御
マ
對
モ

Ｂ

御
ミ
對
モ

底
（
ミ
に
シ
を
朱
重
書
し　

そ
の
左
に
ヽ
を
朱
補
）
御

シ
對
モ

実
国
大
（
シ
は
ミ
に
近
し
）

　
　
　

　

二
三
間
計
ノ 
乙
Ｃ

　
　
　

　

テ 

諸
大

　
　
　

　

罷
下
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

罷
下
ラ
ガ
ム

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
も
と
づ
く
本
は
、
恐
ら
く
、
あ
る
時
期
に
、
下
ラ
ム

が
行
末
に
位
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

但
馬
國
ニ
罷
下
ラ
ム 

★　

但
馬
ニ
罷
テ

底
実
大

但
馬
罷
テ

国

但
馬
ニ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

京
ニ
ハ 

諸

京
ニ

底
大

　
　
　

　

候
ハ
ム
ス
ト 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

奉
レ

 

諸
（
諸
は
ド
モ
）

　
　
　

　

无
限
リ
泣
々
ク
返
ヌ 

乙
Ｂ

无
限
リ
泣
々
ク
返
ス

Ａ
Ｃ

无
限
ク
シ
テ
泣

ク
返
ヌ

実
国
（
字
間
を
つ
め
た
り
）

无
限
ク
シ
テ
返
ヌ

底
大
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不
値
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
値
ス
シ
テ

実
国

不
値
ズ
シ
テ
ハ

底
大

　
　
　

　

藁
履
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

尋
子
行
ク
ト
云
ヘ

 

★　

尋
ネ
行
ク
ト
云
ヘ
バ

底
実
国
大

尋
ネ
行
ク
ト
云
ヘ
ト

乙

尋
ネ
行
ク
ト
云
ヘ
ト
モ

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

 

乙
Ａ
Ｂ

震

Ｃ

底
実
国
大

 

流
布
本

正
字
。

　
　
　

　

思
テ
立
寄
タ
レ
ハ 

諸

　
　
　

　

ケ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

手
枕
シ 
Ｂ

手
枕
シ
テ

Ａ

手

シ
テ

乙
Ｃ

手

シ
テ

 
底
実
国
大

　
　
　

　

ナ
ル 

諸
大

　
　
　

　

失
ニ
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ノ
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

ヒ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

実
国

ニ

底
大

　
　
　

　

ス
キ
マ
ノ
風
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

ス
キ
マ
ノ

モ

実
国

ス
キ
マ
ノ
凮
モ

底
大

 

（
凮
の
百
を
血
の
異
体
に
作
る
）

　
　
　

　

モ
ノ
ニ
ソ
ア
リ
ケ
ル
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
ニ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
マ
シ
ケ
ル
ソ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ

御
マ
シ
ケ
ル
ヲ

底
Ｃ
大
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七
四　

　

生
テ
返
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

氷
エ 

★　

水
エ

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
氷

の
減
画
か
。

　
　
　

　

愛
宕
護
ノ
山
ニ
行
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

始
ヌ 

底
実
国

　
　
　

　

万
葉
集
ト
云
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

万
葉
集
ニ
モ
云
フ

実
国

万
葉
集
ニ
ト
モ
云
フ

 

底
大　

底
本
か
く
作
る
は
、
万
葉
集
ニ
モ

と
い
い
か
け
た
痕
跡
を
示
す
も
の
か
。
流
布
本

万

葉
集
ト
云
フ
文
ニ
。
こ
の
注
記
は
、
恐
ら
く
、
万
葉
集
に
見
ら
れ
る
古
伝
説
を
再
構
成
し
て
歌
物

語
的
性
格
を
持
つ
本
語
が
説
話
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
梅
沢
本
は
何
故
か

古
今
に
か
ゝ
れ
た
り

と
記
す
。

巻
十
九
第
六
話

七
四　

　

母
ヲ
過
ス
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

其
妻
産
〆 

Ｂ

其
ノ
妻
産
シ
テ

乙
Ａ
Ｃ

其
ノ
産
シ
テ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
妻

と

産

と
は
、
音
相
近
き
為
、
書
写
の
際
脱
し
た
も
の
か
。
流
布
本
は

其
（
ノ
）
妻
産
シ
テ

の
如
く
正
す
。

　
　
　

　

完
食
ヲ
ナ
ム
難
求
得
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

為
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
ヒ
潦
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

思
故
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
故
ニ
也

底
実
国
大

　
　
　

　

美
々 

流
布
本

美

大　
　

は

ミ

の
譌
か
。
然
ら
ば

美
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の
字
音
の
全
訓
捨
て
が
な
と
な
る
。

　
　
　

　

所
ナ
レ
ハ 

Ｂ

所
ナ
レ

諸
大

　
　
　

　

近
フ
寄
来
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

忩
キ
家
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

夜
入
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

懸
タ
鳥
リ 

Ｂ

　
　
　

　

此
鳥 

Ｂ

　
　
　

　

生
タ
ル
鴨
ノ 

諸

出
タ
ル
鴨
ノ

底
大

 
諸
本
か
く
作
る
。
行
書
の
字
体
相
似
故
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
五　

　

射

レ
ヌ
ル
ヲ 
乙
Ａ
Ｃ

射

シ
ヌ
ル
ヲ

底
実
国
Ｂ
大

　
　
　

　

夫
ヲ
戀 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
事
ヲ
思
フ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

此
ヲ
思
テ

Ｂ

此
事
ヲ
思
フ
ニ

実
国

此
ヲ
思
フ

底
大

　
　
　

　

貴
キ
寺
ニ
行
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

法
師
ト
成
ニ
ケ
リ 

諸
（
底
の
ト
は
師
の
末
画
と
合
せ
る
が
如
し
）

　
　
　

　

勤
メ
行
テ
ナ
ム 

乙
Ｂ
Ｃ

勅
メ
行
テ
ナ
ム

Ａ

懃
メ
行
テ
ナ
ム

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
上
字
に
引
か
れ
て
の
増
画
か
。

巻
十
九
第
七
話

七
五　

　

射
母
成
鹿 

乙
Ｂ

　
　
　

　

忘
猛
ク
〆 

Ｂ
（
Ｂ
は
シ
テ
）
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達
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

眷
属
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

　

此
鹿
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ノ
鹿
ヲ

実
国
乙

此
ノ
鹿
ノ

底
大

　
　
　

　

射
ル 

諸
（
底
の
射
は
変　

身
を
舟
に
作
る
）

七
六　

　

為
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

為
ル

底
実
国
大

　
　
　

　

道
極
タ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ク
辞
ス
ル 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

不
錯
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ノ
男 
底
実
国
乙

　
　
　

　

打
立
シ
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

大
マ
チ
ニ
値 

乙
Ａ
Ｃ

大
ニ
チ
ニ
値

Ｂ

大
マ
ケ
ニ
値

底
実
国
（
マ
ケ
に
モ
チ
ィ
と
傍
書
）　　

流
布
本
の

マ
チ
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

馬
ヲ 

乙
Ａ
Ｃ

馬
テ
ヽ

実

馬
テ

底
国
Ｂ
大
（
底
は
テ
の
下
に
ヽ
朱
補
）

　
　
　

　

搔
ル
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

搔
□
程
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

雁
胯 

流
布
本

鷹
胯

大　
　

流
布
本
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

有
ヲ
痛
ヤ
ト
云
ツ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

有
テ
痛
ヤ
ト
云
ツ

実
国

有
テ
痛
ナ
ド
云
ク

底
大

　
　
　

　

忽
ニ 

実
国
乙
Ｂ

　
　
　

　

問
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

汝
ヲ
今
日
ノ
狩
ノ

ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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許
シ
テ
ケ
ン 

Ａ
Ｂ
Ｃ

許
シ
テ
ヤ
シ
ケ
ン

乙

許
シ
テ
ケ
レ

底
実
国
大

七
七　

　

无
ク
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
ヒ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
八
話

七
七　

　

ノ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

□
ノ
□
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

傳
へ
教
ヘ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

木
居
ヘ
並
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

十
牙
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

十
廾
ヲ

底
実
国
大

　
　
　

　

発
テ 
諸
（
乙
Ａ
は
發　

Ｂ
Ｃ
は
発
）

　
　
　

　

不
被
寝
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

土
屋
有
リ 

乙
Ａ
Ｃ

土
屋
有
ル

Ｂ

墓
屋
有
リ

底
実
国
大

　
　
　

　

摘
ナ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

散
々
ニ
遊
ヒ
去
ヌ 

散

ニ
遊
ヒ
去
ヌ

底
実
国
Ｃ
（
底
実
国
の
遊
は
動
用
字
）

七
八　

　

而
ル
間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

大
秦 

諸
大

　
　
　

　

数
鳴
リ 

諸
大

　
　
　

　

恐
シ
ク
思
ユ
レ
ハ 

実
乙
Ａ
Ｃ

恐
シ
ヲ
思
ユ
レ
ハ

Ｂ

恐
シ
ク
思
ム
レ
ハ

国

恐
シ
ク
思
ユ
レ

底
（
レ
の
下
に

ハ
朱
補
）

 

底
本
の
み
か
く
作
る
。
突
き
放
し
た
感
動
、
詠
歎
を
籠
め
た
表
現
と
取
る
べ
き
か
。
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熊
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

騰 

諸
底
大

 

下
字
、
字
書
に
は
、
縢

に
作
る
を
、
諸
本
、
底
本
の
如
く
作
る
は
、
中
世
に
お
け
る
通
体
と
目

さ
れ
る
。（
万
葉
集
古
写
本
の
用
字
亦
然
リ
）。

　
　
　

　

身
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

赤
キ
草
ヲ 

底
実
国
Ｂ
（
底
は
革
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

　

然
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

取
テ
モ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
意
不
通
。
Ｂ
本
は

テ

に

ク
ィ

と
朱
傍
。
し
か
し
、
ク
を
テ

の
如
く
書
い
た
傍
例
は
見
ら
れ
ぬ
の
で
、
ウ
の
古
体

于

の
変
と
見
る
べ
き
か
。

　
　
　

　

太
郎
子
モ 
実
国
乙
Ｂ
大

太
郎
モ

Ａ
Ｃ

大
郎
子
モ

底

　
　
　

　

穴
極
シ
ノ
熊
ヤ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

穴
極
シ
ノ
態
ヤ

乙

穴
極
シ
テ
態
ヤ

底
実
国
（
底
は
テ
に
キ
歟
と
朱
傍
）
穴
極
ジ

キ
態
ヤ

大

 

古
本
テ
に
作
る
を
訂
。

　
　
　

　

居
タ
ル 

諸
大

　
　
　

　

藪
様
ニ
狗
飼
一
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

藪
ヲ
打
ツ 

諸

　
　
　

　

折
臥
ト 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
の
臥
は
変
）

　
　
　

　

放
チ
打
合
ツ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

飛
行
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ノ 

諸
大



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻十九の本文の位置づけ

　
　
　

　

許
ノ 

諸
大

　
　
　

　

頸
ハ
骨
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

テ 

諸
大

七
九　

　

二
郎
子 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

二
次
郎
子

底
実
国
（
底
は
次
に
衍
を
朱
注
）

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

何
ク
ニ
有
ラ
ム
ヤ
ト 

Ｂ

　
　
　

　

穴
踈
ト 

Ｂ

穴
心
踈
ト

乙
Ａ
Ｃ
大

穴
心
踈
ノ

底
実
国

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

急
キ
寄
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

子
共
ハ
皆 
底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

悲
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

飛
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

松
ノ
木
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

早
シ
高
ク 

乙
Ａ
Ｂ

早
モ
高
ク

底
実
国
大

卑
シ
高
ク

Ｃ

 

古
本
か
く
作
る
は
、
草

の
省
文
か
。

　
　
　

　

隠
レ
テ
居
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

北
ノ
様
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

飛
ヒ
迯
ル
時 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

空
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

狗
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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ル 

諸
大

　
　
　

　

疲
レ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
意
不
通
。
レ
が
フ
の
譌
と
す
れ
ば
、　

疲

は

仕

の
借
字
と
取

れ
る
。

　
　
　

　

我
年
来 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
カ
今
夜 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
ツ
ル
様
ニ
ソ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

明
ク
ル
ヤ
遅
ト 

乙
Ａ
Ｃ

巻
十
九
第
九
話

八
〇　

　

開
白
ノ 
底
実
国
Ｂ

　
　
　

　

愛
敬 

諸

　
　
　

　

出
立
チ
給
フ 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

御

ノ 

諸
大

　
　
　

　

微
妙
ナ
リ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

硯
ノ
様
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

筥
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

硯
ヤ
有
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

給
ヒ
ケ
レ
ハ 

諸

　
　
　

　

微
妙
キ 

諸
（
底
の
微
は
変　

に
作
る
）

　
　
　

　

此
レ
ヲ 

此
ヲ

諸
大

此
ク

Ｃ　

此
に
対
し
て
、
の
意
。
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八
一　

　

朝
毎
ニ 

諸

朝
母
ニ

底
大

 

底
本
の
み
か
く
作
る
は
、
毎

の
省
文
か
。
或
は
ま
た

朝
暮

の
音
通
か
。

　
　
　

　

浄
メ
ス
ル
程
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

硯
ノ
極
テ 

諸

　
　
　

　

見
ニ
欲
シ
ク 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

微
妙
ナ
レ
ハ 

諸

微
妙
ナ
レ

底
大

　
　
　

　

手
裏
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

取
リ

シ
テ 

取

テ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

何
カ
ニ
成
ラ
ム
ス
ラ
ム
ト 
★　

何
カ
ニ
成
ラ
ム
ヌ
ラ
ム
ト

Ｂ

何
カ
ニ
成
ラ
ム
為
ラ
ム
ト

乙
Ａ
Ｃ

何
ガ
成
ラ
ム
為
ラ

ム
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

思
ヒ
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ヒ
ケ
ム

実
国

思
ヒ
ケ
ム
ニ

底
大

 

ケ
ム

は
、
文
末
の

ケ
ム

に
牽
引
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　

　

怳 

諸
大

怖

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

何
ニ
シ
タ
ル
事
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

打
破
リ
給
ヒ
ツ
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

喜
ク
忝
ク 

諸

　
　
　

　

カ
ヽ
ハ
ユ
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

カ
ハ
ヽ
ユ
ク

底
実
国
大
（
底
実
は
ヽ
に
ィ
无
と
傍
注
）

八
二　

　

糸
真
シ
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

目
暗
レ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

奇
異
ノ 

諸
大　

原
姿
は

奇
異
ク

か
。
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知
テ
ヤ
有
ル
ト 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

振
々 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

振

リ

底
実
国

振

フ

大

 

古
本

フ

を

リ

に
誤
る
。

　
　
　

　

何
ニ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

テ 

諸
大

　
　
　

　

早
ウ 

諸

　
　
　

　

立
チ
去
ヌ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

打
破
タ
ル
コ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

忌
々
シ
キ
ト
テ 
Ｂ

　
　
　

　

乳
母
ハ
タ
可
云
キ
様
无
シ
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

乳
母
ハ
タ
ラ
可
云
キ
様
无
シ

実
国

　
　
　

　

乳
母
ノ
家
ニ 

諸

　
　
　

　

置
タ
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

乳
母 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
ノ
車
ヲ 

諸

　
　
　

　

狭
キ
也 

諸
（
底
の
狭
は
変　

手
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

参
リ
訪
ヒ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

八
三　

　

臥
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

上
ニ
聞
驚
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

上
ハ
聞
キ
驚
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

温
ミ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

苦
ミ
煩
フ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻十九の本文の位置づけ

　
　
　

　

思
給
ヘ
ト 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

上
ハ 

大

上
ヘ

実
国

　
　
　

　

開
ヌ
ト 

乙
Ｂ
Ｃ

聞
メ
ト

実
国

聞
ヌ
ト

底
Ａ
大
（
実
国
底
Ａ
は
聞
に
開
歟
と
傍
書
）

　
　
　

　

上
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

聞
ク
ニ
付
テ
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

聞
ク
ニ
付
ニ
テ
モ

底
実
国
大

八
四　

　

此
ソ
宣
フ 

乙
Ａ

　
　
　

　

ワ
カ
レ
ナ
リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

息
ノ
下
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
〆 
底
流
布
本
大
（
底
流
布
本
は
シ
テ
）

　
　
　

　

甲
斐
无
シ 
諸

　
　
　

　

寝
入
タ
ル
様
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

参
ル
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

此
レ
ヲ
恠
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

此
レ
ヲ
恠
シ
テ

実
国

此
レ
ヲ
恠
シ
キ

底
大

　
　
　

　

祖
カ
失
タ
リ
ト
モ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

聞
キ

底
実
国
大

八
五　

　

思
ヒ
奉
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
服
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

男
也
カ
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

盡
セ
ヌ 

Ｂ

盡
セ
ス

乙
Ａ
Ｃ

盡
ヲ
セ
ズ

底
実
国
大
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巻
十
九
第
十
話

八
六　

　

睦
マ
シ
キ 

大　

古
本
は
日
偏
に
作
る
。

　
　
　

　

祈
禱
ス
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

祈
請
ス
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

然
テ
置
タ
ル
ヘ
キ
事
ニ 

乙
Ａ

　
　
　
　
　

非
ス

　
　
　

　

望
ケ
ル
ニ 

流
布
本

ケ
ル
ニ

大

 

古
本
の

は
字
類
抄
、
ノ
の
辞
字

望

及
び
ヤ
の
畳
字

野
望

並
び
に
名
義
抄
の

庶

望

の

望

に
見
ら
れ
る
字
体

と
近
い
。

　
　
　

　

抜
ケ
落
テ 
諸

　
　
　

　

抜
ル
跡
ノ 
諸
大

抜
跡

実
国

　
　
　

　

暖
マ
リ
タ
レ
ハ 

Ｂ

　
　
　

　

歯
白
ク 

諸
大

　
　
　

　

上
食
ヒ
合
セ
ラ
レ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

面
影
ケ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

弃
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

弃
テ
ヽ

実
国

奇
テ

底
大

　
　
　

　

有
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

心
ヤ
得
ナ
ム 

諸
（
Ｂ
の
ナ
は
変
）

　
　
　

　

弃
テ
ハ 

諸

八
七　

　

臥
ヲ 

諸
大

臥
フ

Ｃ

　
　
　

　

竊
出
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

竊
ニ
出
ニ
ケ
リ

実
国

竊
ニ
出
ニ
ケ
ル

底
大
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法
師
ニ
成
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

入
道
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

入
道
ハ

底
実
国
大

　
　
　

　

悲
ク
思
ヒ
侍
ル
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

鏡
ノ
如
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

坐
シ
カ
レ
ト 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

居
タ
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

居
タ
リ
ケ
ル
ヲ

底
実
国
大

　
　
　

　

替
ニ
ハ 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

疾
ク
腹
止
ケ
ル 

国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

疾
ゾ
腹
止
ケ
ル

底
実
大

　
　
　

　

行
ヒ
テ
ソ 
乙
Ａ
Ｃ

巻
十
九
第
十
一
話

八
七　

　

信
乃
國 

諸
大　

乙
本
は
違
う
。

　
　
　

　

ノ
郡
ニ

ノ 

諸
大

八
八　

　

浴
シ
可
給
シ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

結
縁
シ
可
奉
シ 

Ｂ

結
縁
シ
可
来
シ

乙
Ａ
Ｃ

結
縁
シ
可
来
シ
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

綾
藺
笠
ヲ 

諸
（
底
の
綾
は
変　

行
人
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

白

ヲ 

諸
大

　
　
　

　

有
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

驚
テ
恠
ム
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

替
ヘ
廻
〆
底
ヲ 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

　
　
　

　

掃
除
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

掃
治
シ

底
実
国
大

　
　
　

　

日
漸
ク
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

傾
テ 

諸
大

　
　
　

　

云
ツ
ル 

諸
大

　
　
　

　

何
事
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

何
事
ル
ソ
ト

Ｃ

何
事
ヲ
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

一
人
ノ
有
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

音
ヲ
以
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

突
テ
折
タ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

来
タ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

同
ク
ハ
我 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

同
ク
我

底
実
国
大

　
　
　

　

王
藤
大
主
ニ
コ
ソ 

諸

至
有
大
主
ニ
コ
ソ

底
大

　
　
　

　

有
ヌ
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
十
二
話

八
九　

　

行
フ 

諸
大

行
テ

底　

諸
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

ノ 

諸
大

　
　
　

　

國
ニ
坂
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

國
ニ

坂
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

人
ノ
云
ニ
ヤ
有
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

フ
ル 

諸

フ

底
大　

底
本
か
く
作
る
は
、
終
止
形
の
連
体
法
か
。

　
　
　

　

僧
此
レ
ヲ
聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

僧
ヲ
此
ヲ
聞
テ

底
実
国
大
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古
本
か
く
作
る
は
、
僧

の
捨
て
が
な
、
ウ
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

希
有
也
ト
思
ニ 

諸

希
有
也
ト
思
ヒ

底
大

　
　
　

　

通
ル
音
ノ
云
ク 

底
実
国
乙
Ｂ

通
ル
者
ノ
云
ク

Ａ
Ｃ

 

Ａ
・
Ｃ
両
本
の

者

は
意
改
か
。

　
　
　

　

明
日 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

問
ナ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
侍
フ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

四
大
天
皇 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

集
リ
給
フ
ト
ハ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

喜
フ 
諸

　
　
　

　

不
参
テ
ハ 

諸

　
　
　

　

也 

事
也

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

事
ナ
リ

実
国

事
ナ
ル

底
大

九
〇　

　

思
ヒ
ツ
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

何
チ
モ
行
カ
メ
ト 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

思
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

明
ル
ヤ
遅
シ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

屈
ヲ
レ
ハ 

諸
大

屈
レ
バ

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

立
チ
来
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
ニ
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
堂
ヘ
参
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

　
　
　

　

念
殊
ノ 

諸
大

念
珠

Ｃ

　
　
　

　

居
タ
レ
ハ 

諸

居
タ
ル
ハ

底
大

　
　
　

　

目
ヲ
押
シ
巾
テ 

諸

　
　
　

　

僧
思
ハ
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

今
始
タ
ル

ニ
ハ 

諸

今
始
タ
リ
事
ニ
ハ

底
大

巻
十
九
第
十
三
話

九
一　

　

云
フ
人
有
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

云
フ
人
ノ
有
ケ
リ

底
実
国
大

　
　
　

　

身
貧
ナ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ケ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

朝
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

浄
メ
ス
ル
ト
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

題
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

讀
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
読
）
讀
タ
リ
レ
バ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
の
は
、
始
め
、
読
タ
リ

と
い
っ
て
後

読
タ
レ
バ

と
直
さ
ん
と
し
た
推
移
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

　

我
着
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

多
ク 

古
本
乙
Ｂ

多
ノ

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

侍
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恠
テ 

恠
ビ
テ

諸
大
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迯
ニ
ナ
メ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

早
ウ 

大

　
　
　

　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

　

此
ノ

 

★　

此
事

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ノ
生
ノ
事

底
実
国
大

九
二　

　

思
ヒ
不
懸
〆
物
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

主
ノ
給
ニ
候
ヘ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

涙
ニ
噎
テ 

諸
（
底
実
国
の
涙
は
変　

渡
に
近
し
）

　
　
　

　

令
出
テ 

諸
大

　
　
　

　

戒
ヲ
授
ケ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

山
寺
ナ
ト
ニ
コ
ソ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

山
寺
ナ
ド
ニ
コ
ソ
ハ

底
実
国
乙
大

　
　
　

　

其
色
ヲ 

Ｂ

　
　
　

　

不
見
令
サ
リ
ケ
ム 

諸
大　

こ
の
ケ
ム
は
、
ケ
ル
の
意
。

巻
十
九
第
十
四
話

九
二　

　

即
出
家
語 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

郷
ニ 

諸
大

　
　
　

　

殺
生
ヲ
以
テ
業
ト
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
は

）

生
ヲ
以
業
ス

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
が
、
同
趣
の
文
脈
に
お
い
て
す
べ
て
、
ト
を
有
す
る
の
で
か
く
補
読
す
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。
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不
折
ル
日
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
日
は
月
に
近
し
）

　
　
　

　

少
コ
ソ
有
ケ
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

國
ノ
人
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
国
）
國
ノ
人
ニ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
こ
の
ニ
は
、
…
に
お
い
て
の
意
。

　
　
　

　

有
ケ
ル 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
有
ケ
ル
ニ

の
意
。

九
三　

　

行
ヒ
コ
ソ
侍
ル
メ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
ソ
ト
云
ハ 

底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
は
ソ
に
重
書
シ
テ
フ
と
朱
訂
）

　
　
　

　

供
養
ス
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

養
供
ス
ル

底
実
国
大

 
古
本
か
く
作
る
。
語
順
の
倒
錯
の
類
例
は
次
の
如
し
。
微
妙
↓
妙
微
、
流
浪
↓
浪
流
。

　
　
　

　

熊
サ 
態
ザ

諸
大　

ザ
は

態

の
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

為
ル 

流
布
本

為
ス
ル

古
本

 

古
本
か
く
作
る
。
全
訓
捨
て
が
な
の
例
。

　
　
　

　

去
来
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

セ
ム
ス
ル
ニ
ヤ 

ゼ
ム
ス
ル
ニ
ヤ

諸
大

 

諸
本
か
く
作
る
。
こ
の
字
は
元
来
は

陵

淩

と
書
く
べ
き
も
の
の
偏
を
取
換
え
た
も
の
。

　
　
　

　

只
歩
ニ
歩
寄
テ 

Ｂ

只
歩
ヒ
ニ
歩
寄
テ

Ａ
Ｃ

只
歩
ヒ
ニ
寄
テ

乙

只
歩
ヒ
ミ
歩
ヒ
寄
テ

実
国

只
歩
ビ
シ

歩
ビ
寄
テ

底
大

　
　
　

　

出
来
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恐
テ
騒
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恐
テ
出
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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入
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

草
ノ
靡
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
の
草
は
艸
）

　
　
　

　

思
ユ
計 

思
ム

国

思

乙

思
ユ
許

諸
大

　
　
　

　

便
无
カ
リ 

乙

　
　
　

　

値
ヌ
ル
ナ
ト
恐
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

引
キ
被
落
ヌ
ト 

Ａ
Ｃ

引
テ
被
落
レ
ヌ
ト

実
国
大

引
キ
被
落
ス
ト

Ｂ

引
被
落
ヌ
ト

乙

引
テ
被
落
シ

ヌ

底
（
シ
を
レ
と
朱
訂
し　

ト
朱
補
）

　
　
　

　

人
ナ
レ

 

人
ナ
レ
ド
モ

諸
大

　
　
　

　

迎 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

遂
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

哀
ヒ
給
ヒ
テ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

哀
レ
給
ニ
テ
ハ

国

哀
ビ
給
ニ
テ
ハ

底
実
大

　
　
　

　

恤
ミ
不
給
シ
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ヘ
給
ヒ
テ
ム
ヤ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
カ
如
ク
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

悪
シ
ト
不
思
レ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

九
四　

　

也
ト
〔　

脱　

〕
只
今

事
也
ト

ト
。〔
五
位
、
此
ヲ
聞
テ

然
バ
我
ガ
此
ノ
頭
剃
レ

ト
云
フ
。
講
師

哀
レ
ニ
貴
キ

事
ニ
ハ
有
レ
ド
モ
、〕
只
今

大

只
今
俄
ニ
何
テ
カ
其
ノ
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の
次
の
文
は
一
枚
と
ぶ
。
そ

の
一
枚
分
は
、
巻
十
九
第
二

十
三
話
の
最
初
の
部
分
の
文

今
昔
般
若
寺
ト
〜
亦
ノ
日　

キ

ま
で
の
文
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。

九
四　

　

思
ヌ

ナ
ラ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

万
ヲ
招
テ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

剃
リ
給
ヘ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
當
ヌ

也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

此
ル
悪
人
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

俄
ニ
此
ク 

底
実
国
Ｂ

　
　
　

　

出
来
ヌ
ラ
ム
ト
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

周
ク 

Ｂ

周
章
テ

Ａ
Ｃ

周
テ

諸
大

　
　
　

　

郎
等
共
ヲ
聞
テ 

Ｂ

　
　
　

　

汝
等
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

汝
等

底
実
国
大

　
　
　

　

成
ラ
ム
ト
為
ル
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

妨
ケ
ム
ト
為
ル
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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令
メ
給
ヘ
ル
ソ 

諸
大

　
　
　

　

託
キ
給
ヒ
ニ
ケ
ル
コ
ソ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

切
テ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

有
ナ
ム 

諸
大

九
五　

　

阿
弥
陀
佛
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

野
山
ニ
ナ
レ 

諸

野
山
ニ
マ
レ

大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
ナ
を
マ
に
訂
。

　
　
　

　

叩
ヒ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
或
は

叫

の
異
体

𠮧

の
譌
か
。

　
　
　

　

郎
等
共
行
カ
ム
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ス
ル
ニ
コ
ソ 
Ｂ

　
　
　

　

向
タ
ル
マ
ヽ
ニ
行
ク
ノ
ミ 
Ｂ

向
タ
ル
マ
ヽ
ニ
行
ノ
ミ

Ａ
Ｃ

何
タ
ル
マ
ヽ
ニ
行
ノ
ミ

 

乙

向
タ
ル
マ　

行
ク
ニ

実
国

向
タ
ル
マ
ニ
行
ク
ニ

底
大

　
　
　

　

日
暮
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

超
テ
行
カ
ム
ト
ス 

実
国
Ａ
Ｂ

超
行
カ
ム
ト
ス

底
大

起
テ
行
カ
ム
ト
ス

乙
Ｃ

　
　
　

　

草
ヲ
結
ツ
ヽ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

物
ハ
有
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

多
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

多
ヤ
ト

実
国

多
カ
ト

底
大
（
カ
は
や
や
ヤ
に
近
し
）

　
　
　

　

腰
ニ
挟
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

腰
ニ
挟
ミ

Ｂ

ニ
挟
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

住
持 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

結
ヒ
タ
ル 

諸
大

結
ヒ
ヌ
ル

Ｂ

 

諸
本
か
く
作
る
。
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叩
レ
居
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ヘ
給
ヘ
リ
ト 

Ｂ

　
　
　

　

叩
ヘ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

九
六　

　

七
日
有
テ 

諸

　
　
　

　

見
畢
ヨ 

諸

見
畢
ヌ

底
大
（
ヌ
に
ヨ
と
朱
傍
）

 

底
本
の
み
か
く
作
る
。
こ
の
ヌ
は
ヌ
ベ
シ
の
意
。
こ
の
語
法
を
理
解
し
得
ざ
る
諸
本
は

見
畢

ヨ

に
作
る
。

　
　
　

　

取
テ
持
タ
リ
キ
ト 

実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
リ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

微
妙
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

泣
キ
悲
ヒ
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

蓮
花
ヲ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

引
キ
隠
サ
マ
シ
ト 

★　

引
モ
ヤ
隠
サ
マ
シ
ト

底
実
国

引
モ
隠
サ
マ
シ
ト

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
ヒ
ケ
レ

 

諸
（
諸
は
ド
モ
）

　
　
　

　

ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

ノ 

諸
大

　
　
　

　

世
ノ
末
ナ
レ

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

世
ノ
末
ナ
ル
ト
モ

底
実
国
大
（
底
の
末
は
未
に
近
し　

朱
訂
）

　
　
　

　

此
貴

モ 

Ｂ
（
Ｂ
は
事
）
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巻
十
九
第
十
五
話

九
六　

　

公
任
大
納
言
出
家
籠
居　

大

　
　
　
　
　

長
谷
語
第
十
五

　
　
　
　
　

本
文
欠 

諸
大
も
本
文
欠

　
　
　
　
　

標
目
の
後
、
二
行
空
白

巻
十
九
第
十
六
話

九
七　

　

顕
基
中
納
言
出
家
受
学　

Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
は
學
）　

底
実
国
乙
は
欠

　
　
　
　
　

真
言
語
第
十
六

　
　
　
　
　

本
文
欠 

諸
大
も
本
文
欠

　
　
　
　
　

標
目
の
後
、
二
行
空
白

巻
十
九
第
十
七
話

九
七　

　

出
家
語 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

村六
十
二
代

上
天
皇
ノ 

村
上
天
皇
ノ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

斉
院
ニ
御
マ
ス 

乙
Ｂ

　
　
　

　

可
咲
テ
ノ
ミ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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所
无
シ
ト
皆
云
ヒ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

臨
マ
セ
給
ヒ
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

打
チ
不
解
ヌ 

実
乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
モ
无
キ
一六
十
六
代

條
院
天
皇
ノ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

明
カ
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ｂ

明
ナ
リ
ケ
ル
ニ

古
本
Ａ
Ｃ
大

 

乙
・
Ｂ
二
本
が
原
姿
か
。

　
　
　

　

前
栽 

底
乙
Ｂ
（
底
Ｂ
の
栽
は
変　

木
を
禾
に
作
る
）

　
　
　

　

生
ヒ
繁
タ
リ 

諸

　
　
　

　

キ 
諸
大

九
八　

　

ヤ
カ
ニ 
諸
大

　
　
　

　

遣
水
ノ
音 

諸

　
　
　

　

吹
タ
レ
ハ 

諸

　
　
　

　

御
簾
ノ 

諸

御
簾

底
大

　
　
　

　

薫
ノ
香 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

薫
香

Ｂ

董
ク
香

底
（
薫
と
朱
傍
）
薫
ク
香

大

 

薫

の
字
音
ク
ン
の
擬
音
を
表
記
し
な
い
も
の
の
全
訓
す
て
が
な
と
見
る
べ
き
か
。

　
　
　

　

御

子
ハ 

諸
（
彦
底
実
国
の
隔
は
変　

三
水
に
作
り
朱
傍
）

　
　
　

　

被
下
タ
ラ
ム
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
ル
帳
ノ
裾
ヲ 

Ｂ

　
　
　

　

御
覧
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

不
為
成
ヌ
レ
ハ 

流
布
本

不
為
ズ
成
ヌ
レ
バ

古
本
大
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微
妙
ノ 

諸
大

　
　
　

　

思
食
サ
ム
ニ 

Ａ
Ｂ

思
食
テ
サ
ム
ニ

Ｃ

思
シ
食
サ
ム
ニ

乙

思
ヒ
食
サ
ム
ニ

底
実
国
（
ヒ
に
シ
歟
と
傍

書
）

 

乙
本
の

思
シ

が
原
姿
か
。

　
　
　

　

竊
殿
ノ 

諸
（
底
は
寝
と
朱
傍
）
寝
殿
ノ

大

　
　
　

　

氣
色
ハ
メ
ハ 

実
国
乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ヨ
リ 

諸
大

　
　
　

　

此
思
モ
不
懸 

Ｂ

此
ノ
思
ヒ
モ
不
懸
ズ

諸
大

 
下
の

思
ヒ
モ
不
懸
ズ
（
流
布
本
、
ズ
を
欠
く
）
を
副
詞
の
位
置
の
顚
倒
し
た
も
の
と
見
れ
ば
、

通
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
或
は
、
此
ノ
如
ク

の
意
と
取
る
べ
き
か
。

　
　
　

　

思
食
シ
ケ
ム
カ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
シ
食
シ
ケ
ム
カ
シ

実
国

思
ヒ
食
シ
ケ
ム
カ
シ

底
大

　
　
　

　

掌
ニ
有
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

適
マ 

適
ニ

古
本
Ｂ
Ｃ
大

　
　
　

　

遊
ヒ
メ
ル
人
モ
无
ケ
リ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

御
物
語
ナ
ト
セ
サ
セ
給
テ 

諸

　
　
　

　

御
不
寝
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

醒
サ
セ
給
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

醒
サ
セ
給
ハ
リ
ケ
レ
ハ

底
実
国

醒
サ
セ
給
ヘ
リ
ケ
レ
バ

大　

古
本
を
訂
。

　
　
　

　

手
扣
ニ 

諸

九
九　

　

此
様
ノ 

諸

　
　
　

　

内
ニ
返
リ
参
ヌ 

諸
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面
白
カ
リ
シ
由
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

面
白
カ
リ
ツ
ル
由
ヲ

底
実
国
大

　
　
　

　

不
参
ノ
人
々 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ニ
思
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

ト 

諸
大

　
　
　

　

尼
ト
成
セ
給
ニ
ケ
リ 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

貴
ク
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

現
世
ニ 

諸

　
　
　

　

過
サ
セ
給
ヒ
マ
シ
カ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

後
世
ハ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
十
八
話

九
九　

　

三
條
天
皇
大
后 

乙
Ｂ

　
　
　

　

挟
ム
ト 

Ｂ

　
　
　

　

遣
シ
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

増
賀
コ
ソ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

成
シ
奉
ラ
メ 

諸

　
　
　

　

不
思
外
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
思
ザ
ル
ニ
外
ニ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
不
思
サ
ル
ニ

と

不
思
サ
ル
外
ニ

と
の
混
淆
か
。

　
　
　

　

参
ラ
ム
有
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
〇
〇
　

吉
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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コ
ソ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

恐
レ
ケ
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

出
ラ
レ
テ
〔　

脱　

〕
此

出
ラ
レ
テ
、〔
御
几
帳
ノ
許
近
ク
参
テ
、
出
家
ノ
作
法
シ
テ
、

長
キ
御
髪
ヲ
搔
出
デ
ヽ
、〕

此

大

　
　
　

　

□
テ 

古
本
乙
Ｂ　

Ａ
本
空
白
な
し
。
女
房
ハ

Ｃ

　
　
　

　

糸

シ 

諸
大

　
　
　

　

挾
畢
奉
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

挾
尋
奉
テ

実
国

挾
リ
畢
奉
テ

底
大

　
　
　

　

不
心
得 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
心
得
侍
ズ

底
実
国
大

　
　
　

　

侍
シ
カ

 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）

　
　
　

　

奇
恃
ニ 
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

汗
出
テ 

諸

汗
出
デ
ヽ

大

　
　
　

　

我
ニ
モ
非
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

利
病
ヲ
仕
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
シ
食
有
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

候
ヒ
ツ
ル
ト 

諸
大

　
　
　

　

簀
子
ニ
築
居
テ 

諸

簀
子
ヌ
築
居
テ

底
大　

底
本
の
ヌ
は
、
或
は
ニ
の
古
体

尓

の
変
か
。

　
　
　

　

ヲ
散
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
音
ノ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
前
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

ヲ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）
事
ヲ
リ

底
実
国
大
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不
被
行

ナ
レ

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
・
ト
モ
）

一
〇
一
　

テ
ソ 

諸
大

　
　
　

　

食
物
微
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

毎
日 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ニ 

Ａ
Ｂ

慥
ニ

古
本
Ｃ
大

ニ

乙

　
　
　

　

女
房 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

マ
リ
テ 

諸
（
Ｂ
以
外
は
木
偏
）

　
　
　

　

比
叡
山
ノ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
僧
供
ヲ
儲
ケ 
Ｂ

　
　
　

　

此
宮
ニ 

Ｂ

　
　
　

　

器
苦
ヲ 

諸
（
底
実
国
は
苦
に
共
歟
と
傍
書
）

　
　
　

　

无
止
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
時 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

微
妙
カ
リ
ケ
ル
ニ 

諸

微
妙
ナ
リ
ケ
ル
ニ

底
大

　
　
　

　

女
官
ヲ
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

産
リ
不
給
サ
リ
ケ
レ
ハ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

懃
ニ 

乙
Ｂ
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巻
十
九
第
十
九
話

一
〇
二
　

摘
カ
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

谷
迫
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ナ
レ 

諸

有
ナ
ル

底
大

　
　
　

　

何
ニ
行
ニ
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
々
ノ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

對
面
シ
タ
リ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

有
シ
時
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

請
ケ
食
テ
過
キ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

氣
色
ハ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恐
シ
氣
ニ
成
ヌ 

諸
大

　
　
　

　

難
堪
シ
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

木
ノ
僧
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

座
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
座
は
変
）

　
　
　

　

云
随
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
〇
三
　

如
ク
者 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

シ
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
思
ヘ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
思
エ
ス

実
国

不
思
エ
ヌ

底
大

　
　
　

　

出
テ
ヨ
リ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
リ
は
ト
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

僧
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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烈 

古
本
乙
Ｂ
大

列

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

ノ
□ 

壺
ノ
□

大　
　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

焰

ヌ
キ
出
ツ 

底
実
乙
Ａ
Ｃ
（
底
は
ヌ
を
メ
と
朱
訂
）
焰

メ
キ
出
ヅ

国
大

焰
□
ス
キ
出
ツ

Ｂ

　
　
　

　

リ 

諸
大

　
　
　

　

恐
シ
キ
者 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
恐
は
間
を
訂
せ
し
も
の
）

　
　
　

　

リ
臥
タ
リ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

而
ル
間 

諸
大

　
　
　

　

開
レ
ハ 

底
実
国

　
　
　

　

起
上
テ 
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

苦
患
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
死
テ 

Ｂ

我
レ
死
テ

実
国
乙
Ａ
Ｃ

死
テ

底
大

　
　
　

　

此
所
ニ
来
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ノ
所
ニ
来
テ

乙

此
所
ニ
来
タ
テ

実
国

此
ノ
所
ニ
来
タ
チ

底

此
ノ
所
ニ
来

タ
テ

大

 

底
を
実
・
国
に
よ
り
訂
。
キ
タ
リ
テ
の
音
便
形
キ
タ
ッ
テ
の
促
音
を
表
記
し
な
い
も
の
。

　
　
　

　

返
リ
給
ヒ
シ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

一
〇
四
　

我
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
二
十
話

一
〇
四
　

ト 

諸
大

　
　
　

　

□
ノ
□
ト 

諸
大
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昼
寝
シ
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
晝
）
晝
寝
シ
タ
リ

実
国

晝
寝
シ
タ
リ
ニ

底
大
（
晝
は
変　

盡
に

近
し
）

 

底
本
か
く
作
る
は
、
シ
タ
リ
と
シ
タ
ル
ニ
と
の
混
淆
か
。

　
　
　

　

有
限
リ
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

非
ヌ 

実
国
乙
Ａ
Ｃ

非
ズ

底
Ｂ
大

　
　
　

　

取
ヌ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

参
ラ
セ
ム
ト 

Ｂ

参
ラ
セ
テ
ト

Ａ
Ｃ

参
ラ
セ
ト

乙

参
テ
セ
ヨ
ト

底

参
ラ
セ
ヨ
ト

実
国
大

一
〇
五
　

別
當
ナ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

別
當
ナ
ル
ハ

底
実
国
大

　
　
　

　

食
ニ
コ
ソ
有
ラ
メ 
諸

　
　
　

　

志
モ 
諸
（
底
実
国
の
志
は
変　

士
を
主
の
変
に
作
る
）

　
　
　

　

慚
愧
ノ 

諸
（
底
の
慚
は
変　

旁
を
新
に
作
る
）

　
　
　

　

志
ニ
テ
ハ 

諸

巻
十
九
第
二
十
一
話

一
〇
五
　

ノ
郡 

諸
大

　
　
　

　

講
師
ナ
ト
ヲ
シ
ケ
リ 

諸
大

　
　
　

　

家
ニ
取
置
タ
リ
ケ
ル
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

多
ノ
餅
ヲ 

諸
（
底
の
餅
は
変　

金
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

ク
ラ
ム
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

タ
ラ
ム
ヲ

底
実
国
大

　
　
　

　

造
テ
ム
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

造
テ
ム
リ

底
実
国
大
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一
〇
六
　

出
来
ヌ
ラ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

出
来
ス
ラ
ム
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

一

 

一
壺

大　

茲
以
下
底
本
半
葉
空
白
な
る
を
、
諸
本
に
よ
り
補
。

　
　
　

　

迯
ケ
去
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ

迯
テ
去
ヌ

実
国
大

迯
去
ヌ

Ｃ　

底
は
脱

　
　
　

　

臨
ク
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
脱

　
　
　

　

愕
キ
去
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
脱

　
　
　

　

云 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
脱

　
　
　

　

男
寄
テ 

乙
Ａ
Ｂ

男
弃
寄
テ

Ｃ

男
ヲ
寄
テ

実
国
大　

底
は
脱

 

古
本
か
く
作
る
。
ヲ
は
、
男

の
全
訓
す
て
が
な
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　

　

事
ソ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ　

底
は
脱

　
　
　

　

只 
大　

茲
ま
で
底
本
脱
。

　
　
　

　

呑
テ
ム
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
弃
テ
置
タ
ル 

Ｂ

　
　
　

　

只
ニ
テ
ハ 

諸
大

只
ニ
モ
ハ

底　

諸
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

否
不
呑
ト
云
ケ
ル
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

怖
シ
氣
ニ
否
不
呑
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

怖
シ
氣
ニ
否
不
呑
ジ

底
実
国
（
底
は
シ
の
左
に
ト
朱
補
）
怖
シ
気
ナ
リ
の
連
用
形

中
止
法
と
見
る
。
こ
の
会
話
文
を
承
け
る
ト
の
無
い
こ
と
に
注
意
。（
流
布
本
に
は
あ
り
）。

　
　
　

　

弃
置
タ
ル
也
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
Ａ
は
ト
の
下
、
Ｃ
は
也
の
下
空
白
）
弃
置
タ
ル

ト
モ

底
実
国　

流
布
本
に
よ

り
訂
。

　
　
　

　

死
ナ
ム
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

死
ナ
ム
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

死
ナ
ム 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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不
似
ス 

古
本
乙
Ｂ
大

不
似

Ａ
Ｃ

一
〇
七
　

成
ニ
ケ
リ
悔
耻
テ 

諸
大
（
底
は
リ
の
左
下
に
ト
を
朱
傍
）

　
　
　

　

然
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

然
ラ
ハ

実
国

然
テ
ハ

底
大

　
　
　

　

罪
ノ
深
キ
カ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

非
ノ
深
キ
ガ

底
実
国
乙
大
（
底
は
非
の
下
に
朱
脱
文
符
）

 

古
本
及
び
乙
本
か
く
作
る
は
、
非

の
下
に

ズ
罪

の
二
字
を
脱
せ
る
も
の
か
。
然
テ
ハ
蛇

ニ
ハ
（
ア
ラ
メ
）
を
総
叙
と
解
す
れ
ば
脱
文
を
予
想
せ
ず
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　

　

僧
ケ
ル
ヲ 

乙
Ｂ

巻
十
九
第
二
十
二
話

一
〇
七
　

寺
ノ 
諸
大

　
　
　

　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

　

遊
ヒ
戯
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

无
カ
リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
ヌ
レ
ハ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

麥
入
タ
ル 

麦
入
レ
タ
ル

諸
大　

麦
縄
の
略
。

　
　
　

　

无
カ
リ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

无
カ
リ
ケ
リ

底
実
国
大

一
〇
八
　

然
ル
間
亦
ノ
年 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

急
キ
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

損
シ
タ
ラ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

開
ケ
ル
者 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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奇
キ
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

前
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

佗
ノ
人
々
モ 

Ｂ

　
　
　

　

流
シ
テ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

流
シ
テ
ケ
ル

底
実
国
大

　
　
　

　

思
ヒ
遣
レ 

Ａ
Ｂ

巻
十
九
第
二
十
三
話

一
〇
八
　

巻
十
九
第
十
四
話
の

　
　
　
　
　

二
枚
目
に
あ
り

　
　
　
　
　

被
用
ニ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

開
白
殿
モ 

底
国

　
　
　

　

此
様
マ
テ
コ
ソ
有
ラ
メ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
〇
九
　

止

无
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）
止
事
キ

底
実
国
大

　
　
　

　

微
妙
ニ 

諸

　
　
　

　

第
十
四
話
の
所
か
ら

　
　
　
　
　

第
二
十
三
話
の
標
目

　
　
　
　
　

の
次
に
戻
る

一
〇
九
　

ノ
中
ニ
モ

〜

一
一
〇
　

荒
テ

ま
で
〔　

脱　

〕
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一
一
〇
　

人
呂
サ
モ
无
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
呂
は
大
字
）
人
□
ロ
サ
モ
无
ク

実
国

　
　
　
　
　

 

人
ホ
ロ
サ
モ
无
ク

底
大

 

諸
本
か
く
作
る
が
、（
ホ
は
、
古
体

で
示
さ
れ
る
。
但
し
、
実
・
国
二
本
は
ホ
を
欠
き
、
流
布
本

は
ホ
と
ロ
と
を
合
し
て

呂

の
如
く
作
る
）。

　
　
　

　

成
ナ
ム
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

堂
ニ
壊
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
モ
被
盗
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

難
堪
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

採
ツ
ヽ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

止

无
ク 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

住
人
有
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ク
懸
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
チ
カ
ハ 

諸

何
デ
カ
は

底
大

　
　
　

　

所
ニ
テ 

諸
（
テ
の
右
下
に　

底
は
モ
、
実
国
は
モ
歟
と
傍
書
）
所
ニ
テ
モ

大

　
　
　

　

御
時
ヨ
リ
モ
傳
ハ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

御
時
ヨ
リ
傳
ハ
ク
ノ

底
実
国
大

 

伝
ハ
リ
知
ル
所
ナ
レ
バ

と
同
意
。

　
　
　

　

微
妙
造
営
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

住
マ
欲
ク
コ
ソ 

諸

　
　
　

　

弟
子
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

脺
ヘ
ハ 

古
本
乙
大



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

　
　
　

　

不
衰
也
ケ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

弟
子
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

住
テ 

流
布
本

住
ム
デ

大

　
　
　

　

見
ユ
ル 

国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ユ
ル
は
変
）

　
　
　

　

持
行
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

里
人
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

 

蔑

大

 

Ｂ
本
以
外
の
諸
本
の
字
体
、
草
冠
の
代
り
に
竹
冠
に
作
る
。

　
　
　

　

ノ
成
持
行
ノ 
乙
Ａ
Ｃ

ノ
成
持
行
ク

Ｂ

ク
成
リ
持
行
ク

底
実
国
大

　
　
　

　

行
ナ
ト
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ

ナ
ン
ト
シ
テ

Ｃ

ニ
行
ナ
ド
シ
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

前
栽
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

前
裁
モ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
が
、
流
布
本
の

栽

が
正
字
。

　
　
　

　

立
蔀
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

立
蔀
□
モ

底
実
国
大

　
　
　

　

荒
ヌ
レ
ハ 

諸

荒
メ
レ
バ

底
大

　
　
　

　

悲
ク
思
フ 

実
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

悲
思
フ

国

悲
キ
思
フ

底
大
（
テ
に
ク
と
朱
傍
）

　
　
　

　

一
人
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
人
ソ

実
国

一
人
リ

底
大

 

リ
は

一
人

の
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

露
不
顧
ス 

実
国
乙
Ｂ

　
　
　

　

訪
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
一
一
　

有
ル

ハ 

諸
（
諸
は
事
）
有
ル
事
ト

底
大　

ト
は

事

の
捨
て
が
な
。
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倒
畢
ヌ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

死
ス
ル
也
ケ
リ 

流
布
本
底
大

死
ヌ
ル
也
ケ
リ

古
本

巻
十
九
第
二
十
四
話

一
一
一
　

ト
云 

ト
云
フ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

僧
也 

諸
大

　
　
　

　

祈
禱
ス
ト 

諸

　
　
　

　

安
陪
晴
明
ト
云
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
陪
は
倍
、
Ｃ
の
晴
は
清
）

　
　
　

　

道
ニ
付
テ 
諸

　
　
　

　

助
テ 
底
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

祈
禱
ス
ト
云
ヘ

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）

　
　
　

　

住
シ
テ 

底
実
国
乙
Ｂ　

Ｃ
は
脱

一
一
二
　

弟
子
共 

乙
Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱

　
　
　

　

弃
ム
ト 

諸　

Ｃ
は
脱

　
　
　

　

命
ヲ
全
ク 

乙
Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱

　
　
　

　

代
ラ
ム
思
フ
心
ノ 

乙
Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱

　
　
　

　

壺
居
住
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

壺
屋
住
マ
テ

底
（
マ
を
ニ
と
朱
訂
）
壺
屋
住
ニ
テ

実
国
大

　
　
　

　

此
ヨ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

死
タ
ラ
ム
事
ヲ 

諸

　
　
　

　

彼
ノ
都
状
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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清
明 

底
Ｂ

　
　
　

　

代
ノ
僧 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

代
ノ
僧
ハ

古
本　

乙
は
脱

　
　
　

　

物
具
ナ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

拈
タ
ヽ 

諸
大

　
　
　

　

ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

合
タ
ル 

諸
大

　
　
　

　

此
ヲ
聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

命
ヲ
存
シ
メ
ル
也
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

貴
ヒ
ケ
リ 
諸
大

　
　
　

　

此
僧
哀
テ 
乙
Ａ
Ｃ

巻
十
九
第
二
十
五
話

一
一
三
　

敬
實
父 

諸
（
底
の
敬
は
変　

に
近
し
）

　
　
　

　

院
ノ 

諸
大

　
　
　

　

空
陰
テ
夕
立
ス 

実
国
乙
Ｂ

空
陰
テ
夕
立
ヌ

底
大

空
陰
于
夕
立
ス

Ａ

空
陰
チ
夕
立
ス

Ｃ

　
　
　

　

官
掌 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

官

底
実
国
大

　
　
　

　

ノ 

諸
大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

行
ク
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

行
ク
カ

底
実
大

　
　
　

　

ト
云
フ 

諸
大

　
　
　

　

人
頭
ハ
レ
テ
モ 

人
顕
ハ
レ
テ
モ

諸
大
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有
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

手
ヲ
取
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

祖
モ
非
ス
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
一
四
　

立
ケ
リ 

諸
大

　
　
　

　

隠
ス 

諸
大

隠
ヌ

Ｂ

　
　
　

　

取
カ
シ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
ニ
カ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
事 

Ｂ

　
　
　

　

給
ヒ
ケ
リ 
Ｂ

給
ヒ
テ
ケ
リ

諸
大

　
　
　

　

云
ケ
ル
様
ハ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

云
ケ
ル
様

底
実
国
乙
大

　
　
　

　

云
ヘ

 

諸
大
（
諸
大
は
ト
モ
）

巻
十
九
第
二
十
六
話

一
一
四
　

ニ
テ 

諸
大

　
　
　

　

上
手
ニ
テ 

上
ウ
手
ニ
テ

古
本
大　

ウ
は
上
の
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

射
ル
者 

諸
大

一
一
五
　

射
□
シ
ツ 

諸
大

　
　
　

　

極
ク
愛
ス
ル
子 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

我
ガ
極
ク
愛
ス
ル
子

実
国
大

我
カ
極
ノ
愛
ス
子

底

　
　
　

　

的
ヲ
ツ
ル
ヲ
見
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

的
ウ
ツ
ル
ヲ
見
テ

乙

的
ヲ

ツ
ル
ヲ
見
テ

実
国
大

　
　
　

　

何
ニ
為
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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見
遣
テ 

諸
大

　
　
　

　

ノ 

諸
大

　
　
　

　

抜
タ
ル
取
テ 

Ｂ

　
　
　

　

迯
ム
ニ
ハ
追
レ
可
付
ク
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

迯
ヌ
ヘ
キ
ニ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

背
ヲ 

諸
（
底
実
国
は
変　

比
＋
月
に
作
る
、
底
は
脊
と
朱
傍
）

　
　
　

　

将
ノ
庭
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

臥
シ
九
ヒ
テ 

底

　
　
　

　

公
助
ヲ
召
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

タ
ル
ソ
ト 
諸
大

　
　
　

　

罷
餘
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

迯
ム
追
候
ハ
ム
程 

Ｂ

迯
ム
ヲ
追
候
ハ
ム
程

乙
Ａ
Ｃ

迯
ム
ヲ
追
タ
ル
候
ハ
ム
程

底
実
国
大

　
　
　

　

泣
ニ
ケ
リ 

大

　
　
　

　

者
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ノ
的

タ
ル
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

ノ
方
ノ 

諸
大

　
　
　

　

大
将
共
ノ 

大

　
　
　

　

許
ヘ
有
ハ 

実
国
Ａ

許
ハ
有
ハ

底
大
（
上
の
ハ
を
ヘ
と
朱
訂
）
訴
ヘ
有
ハ

 

乙
Ｂ
Ｃ

 

古
本
及
び
Ａ
本
か
く
作
る
は
、
訴

の
異
体
字
の
変
。
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問
レ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
被
下
ヌ 

諸
大

　
　
　

　

也
ト
〔　

脱　

〕
我
ヲ 

也
ト
〔
テ
止
ニ
ケ
リ
。
後
ニ
公
助
ガ
云
ケ
ル
ハ
、
父
ノ
我
レ
ヲ
打
ツ
、
尤
モ
理
也
。
此
レ
、〕
我

ヲ

大

一
一
六
　

打
ニ
非
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

蒙
テ
ム
ト
云
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

蒙
テ
ト
云
ヒ
ケ
レ
ハ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
こ
の
テ
は
テ
ム
の
意
。

　
　
　

　

不
候
ヌ

也 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

巻
十
九
第
二
十
七
話

一
一
六
　

ノ
比 

諸
大

　
　
　

　

上
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

五
六
歳
計
ニ 

Ｂ

　
　
　

　

流
テ 

流
布
本

流
シ
テ

古
本
大

　
　
　

　

游
ク
搔
テ 

底
実
国

　
　
　

　

片
手
ヲ
以
テ 

乙
Ｂ

片
手
以
テ

Ａ
Ｃ

片
手
ヲ
以
テ
ハ

底
実
国
大

　
　
　

　

溺
レ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

溺
ヒ
テ

底
実
国
大

一
一
七
　

腹
帳
タ
リ
ケ
レ
ハ 

Ｂ

　
　
　

　

ニ
助
ク
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

奇
異
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

弃
異
キ

底
実
国
大
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皇
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

可
死
ヲ
何
ト
思
ヒ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

母
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

歎
キ
悲
ム
事 

諸

歎
テ
悲
ム
事

底
大

　
　
　

　

助
タ
ル
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

佛
哀
ト
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
子
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
二
十
八
話

一
一
七
　

宇
治
郡
ニ 
宇
治
ノ
郡
ニ

大

宇
陀

Ｃ

　
　
　

　

死
ヌ
ル 

実
国
乙
Ａ
Ｂ

死
ス
ル

底
Ｃ

一
一
八
　

思
ヒ
行
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

六
波
羅
蜜
ノ 

実
国
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

遙
山
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

猛
キ
焰
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

躰
ノ
无 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

免
レ
テ 

諸

免
シ
テ

底
大

巻
十
九
第
二
十
九
話

一
一
九
　

太
宰
ノ
師
ニ 

Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱
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失
テ
ム
ト 

諸
大

　
　
　

　

鐘
ノ 

流
布
本

鍾
ノ

古
本
大

　
　
　

　

タ
ル 

古
本
乙
大

　
　
　

　

暫
計
リ 

★　

暫
許
リ

諸
大
（
底
の
許
は
変　

旁
を
于
に
作
る
）

　
　
　

　

何
ニ
テ
カ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

眷
属
ラ
夜
終 

Ａ

　
　
　

　

何
ニ
シ
カ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

何
ニ
シ
ニ
カ
ハ

底
実
国
大

　
　
　

　

海
ノ
面
ヲ 

海
ノ
面

ト
シ
テ

古
本
乙
大

　
　
　

　

鷗
ト
云
鳥 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

テ 
諸
大

　
　
　

　

御
シ
マ
ス
ト
云
テ 

諸

一
二
〇
　

泣
キ
ス
ル 

流
布
本
底
大

泣
キ
ヌ
ル

古
本

　
　
　

　

奇
異
ト
思
ヒ
乍
ラ 

乙
Ａ
Ｂ

奇
異
ト
ハ
思
ヒ
乍
ラ

底
実
国
大

　
　
　

　

内
ハ
心
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

不
寝
リ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

寝
入
ケ
レ
ハ 

Ｂ

　
　
　

　

出
テ
我
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

指
出
タ
レ
ハ 

諸

指
出
タ
ル
ハ

底
大

　
　
　

　

人
言
ハ
ク 

乙
Ａ

人
言
ハ
タ

Ｂ

人
ノ
言
バ
ノ

底
実
国
大

　
　
　

　

忘
サ
セ
給
ヒ
ニ
ケ
ル
カ 

乙
Ａ
Ｂ

給
ヒ
ニ
ケ
ル
ヤ

底
実
国
大
（
底
乙
の
忘
は
忌
に
近
し
、
底
は
正
字
を
朱
傍
）
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成
リ 

流
布
本

成
テ

古
本
大

　
　
　

　

高

ヲ 

諸
（
底
は
欄
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

　

憐
レ
也 

乙
Ａ
Ｂ

隣
レ
也

底
実
国
大

　
　
　

　

行
ツ
ヽ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

何
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ

一
二
一
　

僧
都
コ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

人
ノ
助
ケ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

糸
口
者
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

佛
菩
薩
ナ
ト
ニ
テ 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

捴
持
寺
ト 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

人
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱

巻
十
九
第
三
十
話

一
二
一
　

佰
済
弘
済 

底
実
国
Ｂ
（
済
の
下
に
僧
ィ
と
補
入
）

　
　
　

　

行
ニ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

京
ニ
上
ク 

実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

京
ニ
上

乙

京
ニ
上
テ

底
大

　
　
　

　

亀
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

龜
四
ヲ

底
実
国
大

一
二
二
　

入
レ
ツ 

諸

入
レ
リ

底
大

　
　
　

　

投
入
レ
ツ 

諸

投
入
レ

底
大

　
　
　

　

石
ノ
様
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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タ
レ
ハ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

海
辺
也
シ
ヲ
見
ル
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
邊
）

　
　
　

　

幾
ク
程
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

報
ス
ト
テ 

諸
大

　
　
　

　

助
ケ
ル
也
ケ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

被
奪
ル
ハ 

底
実
国
Ｂ

　
　
　

　

力
ハ 

諸
大

　
　
　

　

弘
済
ヲ 

諸

弘
グ
済
ク

底
大
（
ク
に
朱
抹
消
符
あ
る
も
採
ら
ず
）

 
底
本
の
グ
は

弘

の
全
訓
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

奇
異
思
ヘ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恐
レ
迷
タ
ル 

実
国
乙
Ａ
Ｃ
大

恐
レ
迷
タ
ル
ニ

Ｂ

恐
ル
迷
タ
ル

底

 

底
本

恐
ル

に
作
れ
る
を
諸
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

　

思
ケ
ル
ニ
弘
済 

諸
大

恩
ケ
ル
ニ
弘
洛

底

 

底
本

恩
洛

に
作
れ
る
を
諸
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

　

止
ヌ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
二
三
　

利
益
〆 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

此
ノ
朝
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
三
十
一
話

一
二
三
　

元
興
寺
ニ
〆
住
ケ
ル 

Ａ
Ｂ

元
興
寺
ニ
ソ
住
ケ
ル

実
国
乙
Ｃ

元
興
寺
ニ
住
ケ
ル

底
大



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

　
　
　

　

恵
滿
カ
宗
ニ 

諸
（
実
国
の
宗
は
家
の
草
体
に
近
し
、
乙
Ｃ
以
外
は
家
歟
と
傍
書
）

　
　
　

　

通
フ
程
ニ 

諸

通
ガ
程
ニ

底
大

　
　
　

　

返
ト
テ 

諸

　
　
　

　

有
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

哀
テ
心
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
レ
ヲ
聞 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

房
ヲ
山
門
ニ
至
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
ク
ニ 

諸
大　

主
格
は
童
子
。

　
　
　

　

食
ノ
間
ニ 
諸
大

　
　
　

　

其
時 
Ｂ

　
　
　

　

此
ヘ
何
ナ
ル
事
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

商
ヒ
セ
ム
ト
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

商
ナ
ヒ
セ
ム
カ
為
ニ

実
国

商
ナ
ヒ
セ
ム
為
ニ

底
大

一
二
四
　

通
シ
時
ニ 

諸
大

　
　
　

　

語
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

母
ニ
語
ル

底
実
国
乙
大

　
　
　

　

心
ヲ
重
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

不
知
リ
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
三
十
二
話

一
二
五
　

社
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

𥘸
ニ

底
（

と
朱
訂
）

ニ

実
国
大

 

は

祗

の
異
体
字
。
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郡
ニ 

諸
大

　
　
　

　

道
辺 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
邊
）

　
　
　

　

浮
カ
レ 

諸
（
実
国
は
シ
ィ
と
傍
書
）
浮
カ
シ

底
大

　
　
　

　

朔
幣
ナ
ト
モ 

諸

朔
弊
ナ
ド
モ

底
大
（
朔
は
変　

朔
ィ
と
朱
傍
）

 

弊

の
正
字
は

幣
。

　
　
　

　

罷
成
タ
ル
也 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
様
ニ 

底
実
国
Ｂ

　
　
　

　

被
崇
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

被
崇
レ
ハ

実
国

被
宗
レ
バ

底
大

　
　
　

　

夢
ナ
ト
モ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

京
上
シ
メ 
乙
Ａ
Ｂ

一
二
六
　

参
レ
参
シ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

庄
車
ノ 

乙
Ｂ
（
乙
の
庄
は
変
）

　
　
　

　

艶
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

无
氣
也 

諸
大

　
　
　

　

此
ニ
参
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

此
参
レ
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

知
タ
リ
ヤ
否
ヤ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

下
ナ
ル
程
ニ 

諸

下
ケ
ル
ニ
程
ニ

底
大

 

底
本
の
み
か
く
作
る
は
推
敲
過
程
の
露
呈
と
み
る
べ
き
か
。

　
　
　

　

神
モ 

諸
（
底
は
変　

旁
を
由
に
作
る
）

一
二
七
　

成
リ
給
ヘ
テ
ハ 

底
実
国
Ｂ
大

成
リ
給
ヘ
ラ
バ

乙
Ａ
Ｃ
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微
妙
カ
ル
ヘ
キ
事
カ
ナ
ト 

国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

微
妙
カ
ル
ヘ
キ
事
カ
ナ
ヽ
ト

実

微
妙
ナ
ル
ベ
キ
事
カ
ナ
ヽ
ド

底
大

　
　
　

　

恩
ノ
報
ス
ル
ヲ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
三
十
三
話

一
二
七
　

二
条
ヨ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

木 

大

森

Ａ
Ｃ　

森

の
分
字
の
譌
か
。

　
　
　

　

讀
奉
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

蔀
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
見
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

極
テ
喜
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
二
八
　

我
レ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

事
ヤ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
ニ
カ
ト
思
フ
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

云
ニ
ヤ
ト
恠
フ
思
フ
程
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

侍
ル
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

侍
ト
也
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

御
ス
神
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

昇
シ
後
ニ
昇
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ヲ
将
来
テ 

将
来
テ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

程
ニ
〔　

脱　

〕
此
ノ　

程
ニ
〔
努

此
レ
不
臨
終
フ
ナ

ト
云
置
テ
、
内
ノ
方
ヘ
入
ヌ
。
僧
、
此
レ
ヲ
待
ツ
程
ニ
、〕
此

ノ

大



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻十九の本文の位置づけ

　
　
　

　

物
見 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

菖
蒲
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

昌

共

底
実
国
大

蒲

と

は
同
字
。

　
　
　

　

解
除
メ
ル 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

七
月
七
日
〔
以
下
缺
〕 

大

七
月
七
日
の
後
、
二
行
と

半
枚
空
白

巻
十
九
第
三
十
四
話

　
　
　
　
　

標
目
な
し 
比
叡
山
天
狗
報
助
僧
恩
語
第
卅
四

大

　
　
　
　
　

巻
十
九
第
三
十
四
話
欠 

諸
欠

巻
十
九
第
三
十
五
話

一
二
九
　

弁
源
ノ 

諸
大

　
　
　

　

ト
云 

ト
云
フ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

取
ツ
メ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

取
ツ
メ
レ

乙

取
ツ
メ
ル
ハ

底
実
国
大

　
　
　

　

永
ク
ノ
名
也 

諸
（
底
実
の
ク
ノ
は
変　

ノ
ク
の
如
く
書
け
り
）

　
　
　

　

弁
侍
久
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

弁
侍
久

ト

底
実
国
大

　
　
　

　

欲
ク
ス
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

公
ケ
御
言
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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有
テ
ム
ヤ 

実
乙
Ａ
Ｂ

有
チ
ム
ヤ

国

有
ラ
ム
ヤ

Ｃ

有
ナ
ム
ヤ

底
大

一
三
〇
　

此
レ
ヲ
聞
テ
此
レ 

底
実
国

　
　
　

　

速
ニ
返
参
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

去
ヌ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

去
ヌ
レ
ニ

乙

去
ヌ
ル
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

強
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

強
ノ

底
実
国
大

　
　
　

　

有
ル
ニ
ヤ
ト 

諸
大

　
　
　

　

突
折
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

枯
ナ
ル
径
者
ノ 

★　

枯
ケ
ル
径
者
ノ

Ｂ

ナ
ル
径
者
ノ

乙
Ａ
Ｃ

枯
ナ
ル
𢓖
者
ノ

底
実
国
大

 
諸
本
か
く
作
る
。
枯
が

拈

の
譌
と
す
る
な
ら
ば
、
シ
タ
タ
カ
に
借
り
た
も
の
か
。
古
本

𢓖

者
、
流
布
本

径
者

と
作
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
通
じ
難
い
。
同
一
語
か
と
思
わ
れ
る
も
の

が
、
従
者

と
見
え
る
。

　
　
　

　

胡
録
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

搦
メ
テ 

諸
（
底
実
国
の
搦
は
木
偏
）

　
　
　

　

従
者
ヲ
以
テ 

諸

　
　
　

　

仰
セ
ノ
如
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

仰
セ
如
ク
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

道
理
ト
ヤ 

諸

道
理
ト
ヲ

底
大　

ヲ
は
間
投
助
詞
。

　
　
　

　

御
衣

ヲ 

諸

　
　
　

　

免
サ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

免
ス
サ
ジ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
が
、
原
姿
は

免
ス
マ
ジ
（
マ
は
古
体
　

）
か
。

　
　
　

　

追
ヒ
持
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｃ

追
モ
持
ケ
リ

Ｂ

追
ヒ
持
行
ケ
リ

底
実
国
大
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古
本
か
く
作
る
が
、
リ

は

ト

の
譌
か
。

　
　
　

　

行
ヒ
候
ツ
ル
ニ 

諸

　
　
　

　

強
ノ 

諸
大

　
　
　

　

思
ヒ
ツ
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

躰
ヲ 

諸
（
底
実
国
は
変　

舟
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

糸
恐
シ
氣
色 

諸
（
色
に
底
は
也
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

　

非
ス
ニ 

底
流
布
本

非
ヌ
ニ

古
本

　
　
　

　

来
タ
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

来
タ
レ
バ

底
実
国
大

一
三
一
　

出
テ
ハ 
諸
大

　
　
　

　

ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

散
々
ニ 
散

ニ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

折
リ
砕
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

折
砕
テ

実
国

折
砕
ニ

底
大

　
　
　

　

免

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
ト
モ
）

　
　
　

　

臥
セ
シ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

罪
ヲ
得
ヌ
ヘ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

罪
ノ
得
ヌ
ベ
ケ
レ
バ

底
実
国
大

　
　
　

　

如
此
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
三
十
六
話

一
三
一
　

盗
人
ニ

ス
ト 

底
実
国
Ａ
Ｂ

一
三
二
　

此
兵
ノ
来
レ
ハ 

Ｂ
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免
シ
メ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

生
レ
ム 

諸

出
レ
ム

底
大

 

底
本
の
み
か
く
作
る
が
、
出

は

生

の
一
体

の
譌
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

念
佛
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ク
自
然
ラ 

乙
Ｂ

此
ク
自
然
ニ

Ａ
Ｃ

此
ゾ
自
然
ラ
（
ソ
に
ク
ィ
と
傍
書
）
底
実
国
大

巻
十
九
第
三
十
七
話

一
三
二
　

東
塔
ノ 

諸
大

　
　
　

　

内
供
ト 
諸
大

　
　
　

　

屋
ノ
上
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

念
誦
ヲ
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

念
誦
フ
シ
テ

底
実
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
誦

の
字
音
を
シ
ウ
と
書
い
た
も
の
の
譌
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
捨
て
が
な

と
な
る
。

　
　
　

　

此
ク
見
ケ
ル
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

眠
タ
リ
ケ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

見
上
タ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
三
三
　

漱
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

物
食
ル
間 

流
布
本

物
食
フ
ル
間

古
本
大

　
　
　

　

除
テ 

除
テ
ハ

大　

Ｂ
本
を
除
く
諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

内
供

夢
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
二
字
分
空
白
）
内
供
夢
ニ
ハ

底
実
国
大
（
供
の
下　

約
半
字
分
空
白
）



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻十九の本文の位置づけ

　
　
　

　

念
佛
申
サ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

内
供
人
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

者
也
ト
ソ
云
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
三
十
八
話

一
三
四
　

大
鐘 

流
布
本

大
鍾

古
本
乙
大

　
　
　

　

棟 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

底
実
国
大
（
棟
ィ
と
傍
書
）

　
　
　

　

寝
入
タ
ル
程
ト
也 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

不
損
リ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
損
サ
ケ
ケ
リ

底
（
右
の
ケ
に
レ
と
朱
傍
）
不
損
ザ
リ
ケ
リ

実
国
大　

底
本
か

く
作
る
が
、
古
本
に
よ
り
訂
。

巻
十
九
第
三
十
九
話

一
三
四
　

ト
云 

ト
云
フ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

ト 

ト
ゾ

大　

諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

呼
ケ
レ
ハ 

諸

呼
ケ
ル
ハ

底
大

　
　
　

　

主
ノ 

諸

　
　
　

　

持
斉
ニ
有
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
ニ
ケ
リ 

諸

　
　
　

　

半
作
サ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

父
共
ナ
ト 

底
実
国
（
底
は
文
と
朱
傍
）
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レ
臥
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
大

シ
臥
テ

実
国

促
レ
臥
テ

乙

位
レ
臥
テ

底
（

と
朱
傍
）

一
三
五
　

頭
モ
骨
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

打
チ
被
□
ニ
ケ
リ 

実
国
乙
Ａ
Ｂ

打
チ
被
□
ケ
リ

Ｃ

打
テ
被

ニ
ケ
リ

底
大

　
　
　

　

聊
ニ 

諸
大

　
　
　

　

持
テ
ル
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
レ
奇
異
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

戒
ヲ
持
チ
観
世
音 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

目 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
四
十
話

一
三
五
　

諍
ヲ
シ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
方
ヘ 

Ｂ

其
ノ
方
ヘ

乙
Ａ
Ｃ

其
ノ
方
ヘ
ニ

底
実
国
大

 

カ
タ
ヘ
は

傍

の
意
の
名
詞
か
。

　
　
　

　

風
ニ
被
澁
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

京
童
部
ハ
谷
ヲ
見
下
シ
テ 

実
国
乙
Ｂ

　
　
　

　

向
ケ
ル
時
御
堂
ノ
方
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

返
向
ケ
ル
時
御
堂
ノ
方
ニ
向
テ

底
（
返
に
立
と

　
　
　
　
　

向
ケ
ル
時
御
堂
ノ
方
ニ 

朱
傍
）
立
向
ケ
ル
時
御
堂
ノ
方
ニ
向
テ

実
国
大

　
　
　
　
　

向
テ
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巻
十
九
第
四
十
一
話

一
三
六
　

何
シ
ケ
ル
ニ
カ 

流
布
本

何
シ
ケ
ル
ヤ

古
本

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
九
第
四
十
二
話

一
三
六
　

合
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
彦
Ａ
の
檐
は
変
）
檐
命
セ
ニ

底

檐
合
セ
ニ

実
国
大　

底
本

命

に
作
れ
る

を
、
諸
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

　

柱
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

継
ツ 
古
本
乙
Ｂ
大

継
テ

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

其
前
ノ 
Ｂ

　
　
　

　

或
ハ 

諸
（
実
国
の
或
は
異
体
、
底
の
内
部
は
コ
に
近
し
）

　
　
　

　

居
重
リ
ニ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

傾
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

一
三
七
　

柱
□
テ 

古
本
乙
Ｂ
大

　
　
　

　

他
ノ
柱
共
モ 

諸

他
ノ
柱
共
ニ

底
大

　
　
　

　

被
投
テ 

諸
（
底
の
投
は
変　

木
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

谷
方
様
ニ
俄
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

或
柱 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

桁 

諸

　
　
　

　

打
チ
摧
ク
ル
モ 

乙
Ａ
Ｃ
大

被
打
チ
摧
ク
ル
モ

底
実

被
打
チ
摧
タ
ル
モ

国

打
チ
摧
タ
ル
モ

Ｂ
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子
ヲ
抱
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

母
ノ
頭
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

被
切
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

□
被
切
テ

底
実
国
大

　
　
　

　

身
躰
別
々
ニ
成 

身
躰
別

ニ
成

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

童
二
人
ソ 

乙
Ａ
Ｂ

童
二
人
ヲ

Ｃ

小
童
二
人
ソ

実

小
童
二
人
ヲ

底
国
大

巻
十
九
第
四
十
三
話

一
三
七
　

形
チ
美
麗
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

形
チ
美
灑
ニ

底
実
国
大

　
　
　

　

長
ヒ
テ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

長
エ
キ
ハ

国

長
ビ
キ
ハ

底
実
大

　
　
　

　

門
ノ
内
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
カ 

諸
大

一
三
八
　

貧
ク
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

弃
テ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

奇
テ
ム
ト

底
実
国
大

　
　
　

　

非
キ
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

□
悲
キ
也

底
実
国
大

　
　
　

　

我
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

吸
ス
レ
ハ 

諸
大

吸
ユ
レ
バ

底
（
ユ
を
ス
と
朱
訂
）

　
　
　

　

侘
ヒ
ケ
ル
マ
ヽ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

張
シ
メ
給
ヘ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

張
ヌ
給
ヘ

底
実
国
大
（
底
は
ヌ
に
セ
歟
と
朱
傍
）

 

古
本
か
く
作
る
が
、
ヌ
は
メ
の
古
体
の
変
で
あ
ろ
う
。
ハ
ラ
シ
メ
と
よ
む
べ
き
も
の
。
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巻
十
九
第
四
十
四
話

一
三
八
　

此
門
ノ
下
ニ 

Ｂ

此
ノ
門
下
ニ

Ａ

此
ノ
門
ノ
下
ニ

乙
Ｃ

此
ノ
門
ノ
下

実
国

此
ノ
門
ノ
下

底
大

　
　
　

　

无
下
ノ
下
衆
ナ
ト
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

奇
異
ク
見 

Ｂ

　
　
　

　

被
養
ニ
ケ
ム
ト 

大

被
食
ニ
ケ
ム
ト

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

狗
ニ 

諸

　
　
　

　

昨
日
ヨ
リ
ハ

テ 

底
実
国
大

昨
日
ヨ
リ
ハ
テ

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

不
泣
テ 

諸
大

不
泣
キ

底

　
　
　

　

此
ヲ
見
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
三
九
　

思
フ
ニ 
Ｂ

思
ニ

乙
Ａ
Ｃ

思
テ

実
国

思
フ

底
大

　
　
　

　

ノ
程 

諸
大

　
　
　

　

狗
多
ク
有
レ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

狗 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

他
ノ
狗
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

只
寄
ニ
寄
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

将
行
ニ
ケ
ル
ニ
ヤ
ト 

諸
大

　
　
　

　

可
有
ニ
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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今
昔
物
語

巻
十
九
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
巻
十
三
で
見
受
け
ら
れ
た
傾
向
と
同
様
に
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
実

践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東

大
本
乙
）
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一

致
す
る
箇
所
が
多
く
、
空
白
な
ど
の
形
）

（
式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
十
九
の
場
合
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
っ
た
。

　

本
巻
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
古
態
本
に
お
け
る
捨
て
仮
名
や
送
り
仮
名
な
ど
が
流
布
本
で
は
、
異
な
る
形
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
れ
が
流
布
本
系
と
古
態
本
系
の
表
現
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
話
で
は
、
実

践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
に
お
い
て

右
近

の
右
上
に
付
さ
れ
た
送
り
仮
名

ニ
テ

が
流
布
本
系
で
は

右

を
脱
し
て
送
り
仮
名

を
本
文
に
入
れ
て

ニ
テ
近

の
形
と
な
っ
て
い
る
。
東
大
本
甲
に
は
、
送
り
仮
名
そ
の
も
の
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
流
布
本
系
が
実

践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
の
系
統
の
本
か
ら
書
き
写
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
第
五
話
で
は
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學

院
大
本
、
東
大
本
甲
で
は
、
心
□
ニ
シ
テ

と
な
っ
て
い
る
部
分
、
流
布
本
系
で
は
、
心
□
マ
ヒ
テ

と
な
っ
て
お
り
、
見
間
違
い
の
生

じ
や
す
い
字
形
間
の
写
し
間
違
い
で
は
あ
る
が
、
古
本
系
と
流
布
本
系
が
綺
麗
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
、
こ
こ
か
ら
は
、
古
態

本
系
と
流
布
本
系
の
間
に
見
間
違
い
の
生
じ
や
す
い
字
形
の
本
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
巻
十
九
に

お
い
て
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
第
五
話
に
お
い
て
古
態
本
系
の
表
記

過
グ
ル
間
ニ

が
流
布
本
系
で
は

過
ケ
ル
間
ニ

に
な
り
、
古
態

本
系
の
表
記

宣
フ
カ
ト
テ
コ
ソ

が
流
布
本
系
で
は

宣
フ
カ
ト
コ
ソ

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
に
第
五
話
で
は
、
実
践
女
子
大

本
、
國
學
院
大
本
に
お
い
て

不
値
ス
シ
テ

と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
流
布
本
系
で
は

不
値
シ
テ

と
な
っ
て
お
り
、
東
大
本
甲
で
は

不
値
ズ
シ
テ
ハ

と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
本
甲
の
表
記
か
ら
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
流
布
本
の
順
に
送
り
仮
名

が
縮
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
七
話
で
は
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
の
表
記

有
テ
痛
ヤ
ト
云
ツ

が
流
布
本
系
で
は
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有
ヲ
痛
ヤ
ト
云
ツ

に
変
わ
る
が
、
東
大
本
甲
は

有
テ
痛
ナ
ド
云
ク

と
い
う
よ
う
に
か
な
り
異
な
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
第
九
話

で
は
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
の
表
記

此
レ
ヲ
恠
シ
テ

が
流
布
本
系
で
は

此
レ
ヲ
恠
テ

と
送
り
仮
名
を
一
字
落
と
し
て
い

る
が
、
東
大
本
甲
で
は
、
此
レ
ヲ
恠
シ
キ

と
表
記
し
て
お
り
、
や
は
り
、
か
な
り
異
な
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
第
十
三
話
に
お
い
て

は
、
古
態
本
系
で
は

讀
タ
リ
レ
バ

と
な
っ
て
い
る
も
の
が
流
布
本
系
で
は

讀
タ
レ
ハ

と
す
っ
き
り
し
た
形
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
。

第
十
七
話
に
お
い
て
も
古
態
本
系
で
は

醒
サ
セ
給
ハ
リ
ケ
レ
ハ

と
表
記
さ
れ
る
が
、
流
布
本
系
で
は

醒
サ
セ
給
ケ
レ
ハ

と
送
り
仮

名
が
落
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
十
七
話
で
は
、
古
態
本
系
で

面
白
カ
リ
ツ
ル
由
ヲ

と
し
て
い
た
も
の
が
流
布
本
系
で
は

面

白
カ
リ
シ
由
ヲ

と
な
っ
て
お
り
、
助
動
詞
が
変
化
し
て
い
る
。
第
三
十
三
話
で
は
、
古
態
本
系
が

云
ニ
ヤ
ト
恠
フ
思
フ
程
ニ

と
表
記

す
る
の
に
対
し
、
流
布
本
系
で
は
揃
っ
て

云
ニ
カ
ト
思
フ
程
ニ

に
表
記
が
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
諸
本
間
の
振
り
仮
名
等
の
変
化
に
一
定
の
規
則
性
は
な
い
も
の
の
、
東
大
本
甲
か
ら
そ
の
他
の
古
態
本
系
へ
、
そ
こ
か
ら

流
布
本
系
へ
と
仮
名
の
変
化
の
様
相
は
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
本
が
同
じ
表
記
を
有
し
て
い
る
の
は
、
巻
十
九
の

場
合
、
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
間
に
介
在
す
る
本
が
一
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
巻
十
七
で
は
、
東
大
本
甲
、
東
大

本
乙
、
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｃ
の
流
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
巻
十
九
の
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
に
関
し
て
は
、
そ
う
し
た
流
れ
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
巻
ご
と
の
緻
密
な
分
析
が
今
後
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
表
記
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本
に
お

け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

（

）  

中
根

未
紹
介
本

今
昔
物
語
（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
愛
知
県
立
大
学
説
林

号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博

物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
九
の
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